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２０１９年１２月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１６日(月)、東京第一ホテル松山におい

て、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴してもらった、スポーツ×ヒューマン「“世界一”のパパ

になる～車いすラグビー 池透暢～」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換

を行った後、１月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞ

れ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業 取締役会長） 

副委員長  半井 真司 （四国旅客鉄道 代表取締役社長） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所 代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送 代表取締役社長） 

床桜 英二 （徳島文理大学 総合政策学部 教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

中矢 憲吉 （愛媛新聞社 編集局次長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター 准教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜スポーツ×ヒューマン 

「“世界一”のパパになる～車いすラグビー 池透暢～」（高知局） 

（ＢＳ１ １１月１８日(月)放送）について＞ 

 

○ 車いすラグビー日本代表の池透暢選手と２人の息子を長期にわたって取材してお

り、見ごたえがあった。俳優の勝地涼さんのナレーションも番組の雰囲気に合ってい

た。池選手がインタビューで語ることばはどれも重みのあるもので、番組に重厚感を

与えていた。高知やアメリカのチームメイトとのやり取りが丁寧に描写され、池選手

の人柄が感じられた。講演会で話す池選手やマラソン大会で夢を語る長男など、自然

な表情がよくとらえられていてよかった。世界大会で優勝しているにもかかわらず、
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番組タイトルを「“世界一”のパパになる」とした意図が分からなかった。車いすラ

グビーのルール説明が足りないとも感じた。池選手がアメリカでなぜあのチームを選

択し、どのような役割として行ったのかという説明が足りず、池選手の心情を十分に

理解できなかった。家族との関係を描くなかで、なぜ２人の息子との関係に焦点を当

てたのか気になった。 

 

○ 池選手やチームメイトのことばがどれも印象的で、そのことばのテロップ表示も

工夫されていた。冒頭の車いすどうしの衝突の映像には迫力と臨場感があり、視聴者

の興味を一気に引き込んでいた。池選手が「障害者であることに誇りを持てない」と

語ったインタビューでは、次のことばを思案している池選手に、聞き手が割り込んで

しまう場面があり、池選手の思いが聞きたかっただけに残念だった。アメリカ修行で

は、チームメイトとの交流を通じて池選手が自身の「弱さ」を克服していく様子が理

解できた。池選手が父として息子に語ることばも印象的だった。一方で、障害者の「ア

スリート雇用」の仕組みや車いすラグビーのルールの説明が不十分で、池選手のプレ

ーヤーとしての特徴がよく分からなかった。池選手が車いすラグビーを始めたきっか

けも知りたかった。池選手の「弱さ」が、具体的に何を指しているかの説明がなく気

になった。最後のナレーションが一般的なコメントで、池選手の重みのあることばと

対照的に感じて残念だった。 

 

○ 池選手に１年間、長期にわたって密着したことで、細かい心情の変化なども丁寧

に描かれており、とてもすばらしかった。事故で３人の友人を亡くし、自身も左足の

切断と左半身まひが残ったのは想像を絶するものだが、遺族や２人の息子への思いか

ら再起を決意したということにとても心が打たれた。世界大会で優勝を経験した池選

手が、さらなる成長を求めて単身アメリカに渡って挑戦するという行動力には驚いた。

障害者であることに誇りを持てないと語る池選手に、アメリカのチームメイトたちが

かけたことばは印象に残った。チームメイトからリストバンドをプレゼントされたと

きの池選手の表情は、非常にすばらしいものだと思った。父の背中を見てスポーツ選

手になりたいと語る息子たちも微笑ましく、今後の成長を応援したくなった。オリン

ピック・パラリンピックに出場する選手の人間ドラマを見せることで、メダルを獲得

したかどうかだけで評価する風潮を変えるきっかけになればよいと感じた。 

 

○ 最初は池選手の過去の経緯や車いすラグビーのルールの説明が不足していること

が気になったが、全体を見ると、余分な情報がなかったことで、より池選手の人間性

を理解することでき、見やすくなっていた。車いすラグビーという競技の迫力や過酷

さが映像を通してよく伝わり、とても引き込まれた。池選手と、父の背中を見てスポ

ーツ選手という夢に向かって頑張る２人の息子との関係がよくとらえられていて、視
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聴者の感動を自然と引き起こすものとなっていて、とてもよかった。池選手の発する

一つ一つのことばには重みと力強さが感じられた。１年という長期間にわたり、制作

者が池選手と信頼関係を築いて取材してきたことがよく伝わってきた。勝地さんによ

る落ち着いたナレーションも番組のよさを引き立てていた。一方で、池選手の日常生

活や仕事ぶりが気になり、そういったものが含まれればより身近に思って見てもらえ

たかもと思った。全体としてはとてもすばらしい内容だった。 

 

○ 世界大会優勝を経験した車いすラグビー日本代表のキャプテンの池選手が高知出

身ということで、四国の視聴者は関心を持ったと思う。競技に熱中し、ひたむきに努

力する姿と、その原動力となっている２人の息子との関係が見え、池選手の人間性が

アスリートと父親という両面からよく理解できた。池選手が障害を負うこととなった

事故は壮絶なもので、強く印象に残った。事故で亡くなった友人への思いや、障害者

であることに誇りを持てないと語る姿からは、本人の苦悩がひしひしと伝わってきた。

ただ全体を見て、アスリートの側面に絞った人間ドラマが見たかったと感じた。アメ

リカ修行については、どのような経緯で行くことになったのか、現地ではどのように

競技に取り組んだのかなど、具体的に知りたいと感じた。アメリカのチームメイトと

の交流ももっと深いものがあったのではと思うが、そういった部分も取り上げてほし

かった。2020 年の東京パラリンピックに向けてより厳しくなる練習など、今後の動向

についても引き続き取材してほしい。 

 

（ＮＨＫ側）      

「スポーツ×ヒューマン」は 2019 年の４月に始まった番組で、ア

スリートの等身大の姿や人間ドラマにこだわって見せるドキュメン

タリーだ。今回は家族との物語を柱に池選手の人間性に迫りたいと

思い、本人や家族から了承を得たうえで、２人の息子との関係を中

心に取材することにした。車いすラグビーは、出場選手の障害に応

じて持ち点が変わったり、競技用の車いすが障害の程度や攻守の役

割によって変わったりするなど、ルールが複雑で戦略的なスポーツ

である。今回は競技そのものよりも、家族に重きを置いた番組を目

指したため、あえて詳しい説明は省略することにした。競技として

の車いすラグビーの魅力や奥深さを描く番組については、別の機会

に情報発信できればと思っている。池選手の車いすラグビーとの出

会いや、アスリート雇用についても、家族との物語に特化したいと

いう意図で今回はあえて省略した。アメリカ修行では、池選手はあ

えて強くないチームを選んで入団し、そこでキャプテンとして自分

を律しながらチームを率いるという選択をしている。アメリカ修行
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で向き合った「弱さ」が何かということについては、障害者である

ことに誇りを持てないと語ったことに象徴されるような、池選手の

抱える劣等感のようなものを指していて、それをアメリカで克服し

ていくというものだった。そのことについてインタビューでもう少

し本人のことばで語ってもらうなど、より工夫できた点があったか

もしれない。ナレーションの勝地さんは、ほかの番組でも実績があ

り、自身も子どものいる父であることから、池選手の心情を理解し

てナレーションをしてもらえると考えてお願いした。 

 

○ 非常によい番組だった。懸命に生き、挑戦している人物に焦点を当てていて、と

ても引き込まれた。余分な解説がなく、池選手と２人の息子のありのままの姿を描い

ていたのもよく、視聴者のとらえ方にゆだねる番組構成に好感を持った。説明過剰と

も思える最近の番組演出が、かえって視聴者を引き離しているのではないかと改めて

感じた。池選手のことばや２人の息子との会話からは家族への思いが感じられ、家族

との良好な関係からアスリートとして挑戦するエネルギーが生み出されていること

が自然と理解できた。事故で亡くなった友人のためにも車いすラグビーに懸命に取り

組むと語る池選手だが、視聴者は番組を通じて、その思いが十分に果たせていると感

じたと思う。長期の密着取材が生かされた、すばらしい番組だった。こういった長期

間にわたって取材・制作に取り組む番組を、ＮＨＫの地域放送における役割としても

っと増やしてほしい。 

 

○ 車いすラグビーの紹介にとどまるのではなく、池選手を奮い立たせる過去の事故

の記憶や２人の息子との関係、自身の持つ「弱さ」と向き合ったアメリカ修行など、

池選手のこの１年間が非常によくとらえられており、テンポのよい飽きのこない構成

だった。１１月１８日というラグビーワールドカップ開催直後の放送も、タイムリー

でよかった。ナレーションの勝地さんの声とテンポもよく、番組の雰囲気と合ってい

た。池選手のことばはどれも印象的で、すばらしい人間性を表していた。池選手が「弱

さ」を語るインタビューは唐突な印象を受け、本人も困惑しているように見えた。た

だ、続けて紹介したチームメイトたちのことばや経験は非常に印象に残るものばかり

だった。世界大会の準決勝で、２人の息子に見守られながら懸命に戦う姿は、番組で

紹介した池選手のことばを象徴するようなもので強く印象に残り、番組の締めにふさ

わしい感動的なものだった。番組のテーマ曲のエレファントカシマシの「風と共に」

で終わるエンディングも非常にすばらしかった。 

 

○ 格闘技と見間違うほどの激しいぶつかり合いの場面で番組が始まり、視聴者の関

心を一気に引き込んでおり、最後まで目が離せないすばらしい内容・構成だった。池
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選手を、「障害者」「父親」「スポーツ選手」というさまざまな角度から取り上げてい

て、どれもしっかりとした中身で非常に充実していた。池選手の障害の理由について、

冒頭に講演会の場面を挿入したことで、ナレーションに頼らず池選手本人のことばで

過去の事故の説明がされていたので自然と理解できた。１年にわたった取材で、アメ

リカにまで密着したことは番組に深みを持たせていた。アメリカ修行では選手として

だけでなく、指導者としてもチームメイトをけん引して結果を出す姿があり、一流の

アスリートの風格があった。一方で、自宅での様子やチームメイトとの交流の場面か

らは障害者としての池選手を感じ、印象に残った。池選手の障害をものともせず懸命

に取り組み輝く様子には学ぶところがあり、非常によい内容だったと思う。引き続き

の情報発信に期待している。 

 

○ 事故により障害者となった池選手の、その後の努力と息子たちとの向き合い方に

感心した。冒頭で番組全体の概要説明があったので、長い放送時間でも飽きずに見る

ことができた。池選手の人柄やプレーヤーとしての実力、事故で亡くなった友人への

再起の誓い、父の背中を追いスポーツ選手を夢見る２人の息子など、池選手を取り巻

く状況をテンポよく紹介していた。アメリカ修行で、当初はうまく意思の疎通ができ

なかったチームメイトと交流を通じて関係が深まり、チームの成績が向上するという

展開は、出来すぎに感じた。むしろ戦術の理解や連携の向上につながった練習の様子

が見たかった。アメリカ修行を総括した池選手のことばが聞きたかった。世界大会の

準決勝で、息子たちを前に必死に戦う姿を見せ、諦めずに頑張ることの大切さを気付

かせる様子はとてもよかった。語りの口調を抑えめにしたことで、池選手の苦労や経

験から出た重みのあることばが際立っていて、とても心に響いた。タイトルにある「パ

パ」という表現は番組内にはなかったので、「父親」のほうがよかったのではないか。 

 

○ 池選手と、スポーツ選手を目指す２人の息子に１年間密着しており、取材が行き

届いていた。車いすどうしが激しくぶつかり合う映像には迫力があり、戦略・駆け引

きを必要とする車いすラグビーの魅力をよく伝えており、ぜひパラリンピックで競技

を見たいと思わせるものだった。池選手が講演会の際にいつも話す、１９歳で経験し

た事故と、亡くなった友人のためにスポーツ選手として懸命に取り組んでいるという

話は非常に印象に残った。事故で生き残った友人や遺族の声も少し聞きたいと思った。

自身の「弱さ」を克服するためのアメリカ修行は、当初は独りよがりな印象も受けた

が、さまざまな境遇で障害を負ったチームメイトたちとの交流を通じて結束を深め、

チームの成績も向上したというのはとてもドラマチックで、すばらしいと感じた。池

選手がチームメイトを鼓舞して指導する様子には、彼の人間味とついて行きたいと思

わせるリーダー像があった。その父の姿は、息子たちにとっては“世界一”だと感じ

た。 
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○ 池選手のモチベーションが、事故で亡くなった３人の友人と、２人の息子への思

いにあることがよく理解できた。池選手が事故の後、どのような経緯で車いすラグビ

ーに出会い、のめり込んでいったのかをもう少し掘り下げてほしかった。「アスリー

ト雇用」については、社会の理解促進のためにも、もっと詳しく説明したほうがよか

ったのではないか。一部の場面で、テロップに誤植があったように思い、残念だった。

障害者であることに誇りを持てないと語る池選手に、チームメイトが「誇りが力にな

る」とか書かれたリストバンドを渡すことでチームの結束が固まるという場面は、あ

まりに出来すぎな展開という印象だった。スポーツ選手を夢見て練習に取り組む息子

が、壁にぶつかって苦悩している様子を本人の声とともに紹介していたが、それに対

して池選手が回答する場面が番組内になく気になった。番組として息子の悩みを聞き

焦点を当てたのであれば、父からの直接的な応答を見せるべきだったと思う。 

 

（ＮＨＫ側）      

タイトルの「“世界一”のパパになる」では、“世界一”は、池選

手と日本代表チームが目指しているパラリンピックでの金メダル獲

得のことを指しており、息子たちの呼ぶ「パパ」という表現を取り

入れた。アメリカでの密着取材ができたことで、池選手の人間性に

より焦点を当てることができ、番組がより深みと幅のあるものにな

ったと思っている。より本人のことばで語ってもらう工夫をしたほ

うがよかったのではという点は、今後の制作の参考としたい。番組

ではなるべくナレーションを減らし、視聴者自身が考えて感じ取っ

てもらえるように意識的に取り組んだ。親子の象徴的な場面をあり

のままに映し出し、視聴者の方がそれぞれ感じ取ってもらえるもの

があればよいと思っている。１月には高知県域放送の「とさ金」で

も池選手を取り上げ、スタジオにも出演してもらう予定だ。今後も

取材や発信に継続して取り組んでいく。 

（ＮＨＫ側）      

東京オリンピック・パラリンピックでどのように地域を結びつけ、

焦点をあてていくかは、地域への貢献という点で来年度の重要なテ

ーマになると考えている。高知局としては、地元が誇る金メダル候

補の池選手に引き続き注目していきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 
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○ １１月３日(日)のＢＳ１スペシャル「穂高を愛した男 宮田八郎 命の映像記録」

(ＢＳ１ 後 9:00～9:50、10:00～10:49）を見た。北アルプス穂高連峰の小屋番・宮田

八郎さんの人間的魅力をうまく表現しており、前後編あわせて 110 分という長い時間

をそう感じさせない見事な番組だった。宮田さんが残した穂高連峰の美しい映像と、

ノートにつづった文章を元にした語りが一体となっており、見ごたえがあった。生前

の宮田さんと親交を結んだ人々や、妻の語りも感動的だった。後編で展開される遭難

者救助の映像では、遭難者の出血で真っ白な雪が赤く染まった様子が生々しく、遭難

者がヘリで救出される様子も迫力があった。番組終盤では、親しかった登山家の死を

受け入れる過程で「人はなぜ山に登るのか」という問いに向かい合い、「人は生きる

ために登るのだ」という答えに到達するまでの葛藤に寄り添う番組の構成もよくでき

ていると感じた。全体として、この番組は宮田八郎という人物の評伝として非常に完

成度が高いと思った。 

 

○ １１月１５日(金)の「絶景に出会う旅 せとうちアートクルーズ 瀬戸内国際芸術

祭 2019」(総合 7:30～8:13 香川県域)を見た。俳優の渡部豪太さんが島々をめぐり、

作品を通して島の自然や暮らし、歴史などを紹介するという内容で、作品そのものだ

けでなく、島の魅力も映し出されていてよかった。渡部さんのコメントも自身の感想

を率直に表現しており、好感が持てた。作品ごとに作者が出てきたり、ナレーション

による説明があったりと紹介がバラエティーに富み、飽きることなく視聴できた。た

だ番組を見て芸術祭に興味を持ったとしても、放送日が芸術祭の終了後なので行くこ

とができないという点は残念だった。芸術祭の会期は終わったが、まだ公開されてい

る作品もあるため、瀬戸内の島々のよさを継続的に放送し、全国や海外への展開にも

取り組んでほしい。 

 

○ １２月８日(日)にＢＳ４Ｋで放送された「絶景に出会う旅 せとうちアートクルー

ズ 瀬戸内国際芸術祭 2019」（BS4K 後 7:00～7:43）を見た。光が反射している海面

や、波打ち際の様子など海の映像が特に美しく、全国に放送されることを誇らしく感

じた。その場、その瞬間にしか成立しないアート作品との対話を、渡部さんが分かり

やすくことばにしている点もよかった。聴覚に訴える作品を紹介する場面では、鳥の

さえずりや風の音だけが流れるという工夫も感じた。欲を言えば、島に漂う磯の香り

や、水しぶきのかかるアート作品の触覚をイメージさせるなど、視聴者自身が島にい

るような疑似体験をできるような演出がほしかった。画面右下に表示されていた番組

のタイトルが、より洗練されたデザインであればよかった。 

 

○ １１月２９日(金)の前園真聖 しこく絶景たび「秋の香川編」(総合 後 7:57～8:40 

四国ﾌﾞﾛｯｸ)を見た。ＳＮＳ映えしそうな絶景スポットをめぐっており、どの映像もと
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てもきれいで癒やされた。前園さんの明るい人柄や、登場した人々も明るく特徴的な

人ばかりで、とても楽しく視聴できた。 

 

○ １２月１日(日)から８日(日)の「ＮＨＫスペシャル」などさまざまな番組で展開さ

れた「体感 首都直下地震ウイーク」を見た。２日(月)からの「ＮＨＫスペシャル」

での、内閣府による首都直下地震の被害想定を再現したドラマ「パラレル東京」には

感嘆した。ドラマという方法で被害を再現し、衝撃的な映像を見せたことで、視聴者

は発生する被害の甚大さが理解しやすかったのではないかと思う。ＮＨＫは公共放送

として、引き続き全国の防災・減災に資するような取材を継続し、発信してほしい。 

 

○ 「体感 首都直下地震ウイーク」のなかで、帰宅困難者の問題や、通電火災の可能

性、ＳＮＳでのデマ情報の拡散、避難所の問題などをドラマで再現した「パラレル東

京」は問題の取り上げ方に工夫が感じられ、視聴者の防災意識を高め、危機感を持た

せるよいものだった。地震発生から時間を追うごとに起こる被害の連鎖を可視化した

「被災ツリー」は特に印象的で、どのように被害を防ぐかという点で非常に参考にな

り、今後に役立てたいと思った。南海トラフ巨大地震の発生・被害が想定される四国

においても、このような番組を見てみたいと思った。 

 

○ 「体感 首都直下地震ウイーク」は、南海トラフ巨大地震による被害が想定される

四国においても、視聴者の関心が高かったのではないかと感じた。地震発生時にどの

ように行動するかを視聴者に考えさせるよい内容だった。４夜連続で放送された「パ

ラレル東京」のドラマは、発生当日から時系列に沿って話が進み、臨場感があった。

専門家の説明を織り交ぜてケースごとの被害の対策を紹介していたこともよく、自分

自身が問題に直面した際に冷静に行動できるのかどうか考えるきっかけとなった。非

常にインパクトのある取り組みではあったが、単発の取り組みにとどまるのではなく

継続的に行い、放送を通じて視聴者の注意喚起を行ってほしい。災害に直面した際に

役立つ情報が番組ホームページにまとめて掲載されているが、視聴者がいつでも情報

を調べることのできるインターネットでの取り組みとしてとても意義のあることだと

感じた。 

 

○ １２月１３日(金)の軽四キャンピングカーがゆく「愛媛県新居浜市の旅」を見た。

旅の始まりに登場した地元で人気という菓子はなじみのないもので知らなかったが、

誕生の裏にドラマがあり興味深かった。大島では、幻のさつまいも「白いも」を持っ

ている女性に出会うまでのテンポがよく、オカリナを作っている男性の場面も楽しか

った。旅をする俳優の藤原薫さんが屋外でドラム缶風呂に入り夜空を眺めていた描写

もよかった。ただ藤原さんの衣装のつなぎの色と、テロップが同色で重なって見にく
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かったのが気になった。全体としては、短い放送時間内にさまざまな出会いや体験が

盛り込まれており、楽しく視聴できた。 

 

○ １２月１３日(金)の「しろくまピース２０歳～家族と歩んだ“いのち”の軌跡～」(総

合 後 7:55～8:40 四国ﾌﾞﾛｯｸ)を見た。世界初の人工哺育で育ったというドラマチック

な物語を持つしろくまが、愛媛のとべ動物園にいるとは知らなかったので驚いた。飼

育員の高市敦広さんがピースを家に連れて帰り、自身の子どもたちと一緒に家族のよ

うに育てたというエピソードはとても印象に残った。高市さんの献身的な飼育を、獣

医も一緒になってチームとしてサポートしていたという話題にはとても感動した。松

山局が２０年にわたり取材を継続し、今回の番組を制作した点についても評価したい。

番組が全国で放送されることで、とべ動物園とピースの人気がさらに出るのではない

かと期待している。 

 

○ 「しろくまピース２０歳～家族と歩んだ“いのち”の軌跡～」を見た。ピースと飼

育員の高市さんの物語は有名で、自宅での飼育の様子は、ほかの番組などでも数多く

紹介されているが、今回の番組では、今まで知らなかった家族の苦労や、思い出が取

り上げられており、高市さんの家族ぐるみの協力でピースの今があることがよく分か

った。生後 100 日を過ぎて自宅で飼育するのが難しくなり、動物園に戻ることになっ

たピースとの別れについては、家族の一員として生活したからこそのエピソードだと

感じた。ピースの人工哺育の詳細な記録が、和歌山県の動物園などでの飼育に役立っ

ていることや、ピースの持病のてんかんの研究が進み、新たな取り組みがされている

ことなど、ピースの成長が多方面で役だっていることが分かった。これまでに培った

膨大な取材を生かし、今後も多方面に展開してほしい。１月に予定されている全国放

送にも期待している。 

 

○ 「しろくまピース２０歳～家族と歩んだ“いのち”の軌跡～」を見た。何十年にも

わたるピースの映像や資料があったことに驚いた。全体としてはよかったとは思うが、

ピースと高市さん、その家族とのエピソードにより絞ったほうが番組としてよくなっ

たのではないかと感じた。 

 

○ １２月１５日(日)の「いだてん～東京オリムピック噺（ばなし）～」を見た。来年

の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、過去のオリンピックを題材に大河ド

ラマを制作したことはよかったと思う。最終回では、1964 年の東京オリンピック開会

式の裏側を取り上げており、聖火リレーや航空自衛隊ブルーインパルスによる祝賀飛

行などを、当時の映像を交えながらその裏側をドラマチックに描いていて興味深かっ

た。改めて、来年の東京オリンピック・パラリンピックに期待したい。 
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○ １２月１５日(日)の「いだてん～東京オリムピック噺（ばなし）～」を見た。最終

回ということもあり、ＳＮＳ上で非常に話題になっていたため関心を持った。最終回

だけを見てもおもしろく、すばらしい出来栄えだったと思う。ただ大河ドラマらしい

内容というよりは、朝の連続テレビ小説を見ているような印象を受けて気になった。

今後の大河ドラマをどのように展開し、どうやって視聴者のイメージや関心に沿うも

のとしていくのか、あり方を考えていく必要があると思った。 

 

○ 平日夕方のニュース・情報番組「ひめポン！」を見ている。１２月５日(木)に放送

された「キャンパスめぐり」のコーナーでは松山市の聖カタリナ大学の健康スポーツ

学科を紹介していたが、2017 年の愛媛国体で活躍した選手が在籍していることなどは

知らなかったため興味深く視聴した。６日(金)に放送された「ふるさととずっと」の

コーナーでは、昨年の西日本豪雨で被災した西予市野村町を特集し、復興に向けた住

民の取り組みが描かれていて興味深かった。１１日(水)の放送では、「日本犬の全国展

覧会」で、宇和島市のしば犬が日本一になったというニュースが紹介されていて興味

を持った。引き続き地域の情報の発信に取り組んでほしい。 

 

○ サッカーＪ２の徳島ヴォルティスが進出した、「２０１９Ｊ１参入プレーオフ」につ

いて、徳島で開催された１２月８日(日)の２回戦が放送されなかったのは残念だ。2014

年以来のＪ１昇格がかかる徳島県の関心事であり、放送してほしかった。ＮＨＫは経

営計画で「多様な地域社会への貢献」を目標に掲げているが、このようなときにこそ

地元の視聴者の関心を見極めて放送することが求められているのではないか。今後に

期待したい。 

 

○ 「２０１９Ｊ１参入プレーオフ」での徳島ヴォルティスが出場した２回戦は、Ｊ１

昇格がかかった重要な試合であり、放送されなかったのは残念だった。四国に本拠を

置くスポーツチームについては、大一番の試合は中継を行うなど、放送の面から地域

を盛り上げる応援団になってほしい。 

 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０１９年１１月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

１１月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１８日(月)、東京第一ホテル松山におい

て、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴してもらった、「ゆれる真珠の海～愛媛・アコヤガイ大量

死～」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った後、１２月の番組編成、

放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業 取締役会長） 

副委員長  半井 真司 （四国旅客鉄道 代表取締役社長） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所 代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送 代表取締役社長） 

床桜 英二 （徳島文理大学 総合政策学部 教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

中矢 憲吉 （愛媛新聞社 編集局次長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター 准教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜ゆれる真珠の海～愛媛・アコヤガイ大量死～（松山局） 

（総合 １０月１９日(土)放送）について＞ 

 

○ 冒頭の複数の養殖業者のコメントから、事態が非常に深刻であることが分かった。

真珠産業を図式化して説明しており、分業化された構図やその複雑さがよく理解でき

た。ただ「核入れ」の工程は説明が足りず、よく分からなかった。アコヤガイの母貝

養殖業者に密着して取材したことで、問題について実感を持って理解することができ

た。１０万個の稚貝を１個約３円で仕入れ、１年養殖し約５０円で売って生計を立て

ていることを具体的な数字で紹介したことで、今後業者の生活が厳しくなることが理

解しやすかった。養殖業者が今後の不安を語ることばは印象に残り、高齢化や担い手

不足などさまざま問題をはらんでいることが理解できた。真珠養殖は 100 年の歴史を
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持った愛媛県の基幹産業にも関わらず、大量死の原因がデータの不足により特定でき

ていないというのは非常に残念だと感じた。県や大学の研究機関など官学が連携し、

課題の解決に取り組んでほしい。最後に紹介のあった緊急対策にとどまらず、今後の

対策や推移を継続して取材してほしい。 

 

○ アコヤガイの大量死によって窮状に追い込まれている愛媛県の真珠産業について、

現場からのリポートを交えて分かりやすく伝えていた。多くの視聴者にとっては自分

に関係することとして捉えにくいテーマだったが、現場の声を通して生産者が受ける

影響を理解できたのはよかった。ただアコヤガイの大量死は、過去にも全国で繰り返

されており、なぜそのときの対策が今回に生かされていないのかについてもっと言及

するべきだったと思った。番組の構成では、現場の深刻な現状を説明する前半のパー

トが番組の半分を超えて長い時間を割いていた一方で、原因の言及や今後の対策につ

いての後半パートは時間が短く内容も不十分だった。前半が長かったため後半までた

どり着かず、飽きてしまった視聴者もいたのではないか。事態が深刻なだけに、特に

意識して将来に期待を持てるような内容や構成にしたほうが、視聴者にとって見やす

いものになると思う。多くの視聴者に見てもらうことで問題の啓発につながり、番組

で取り上げた意義が果たせることになると思う。 

 

○ 真珠生産の過程を図解したのは分かりやすかった。母貝養殖業者の今後の生活へ

の影響を心配する声からは高齢化や担い手不足といったほかの課題も見えてきて、非

常に深刻な状況にあることが理解できた。愛媛県は母貝養殖の国内生産の約９割を占

めるということで、今後全国の真珠養殖業者の経営や真珠製品の販売価格にも影響が

出るおそれがあることが分かった。大量死の原因として環境、病気、遺伝の３つの可

能性があるものの特定できていないことを紹介していた。問題が長引けば真珠の生産

量や販売額、養殖業者の減少などの悪影響が想定され､危機的な状況であることが理

解できた。漁協による緊急措置は前向きな話題で、番組の構成も分かりやすくてよか

った。真珠にズームアップする映像がぶれていたり、ピントがすぐ合わなかったりし

た場面があり気になった。スタジオでアナウンサーが立つ司会台にスタッフが反射し

て映り込んでいたのも気になった。番組によって、視聴者が真珠産業の現状に関心を

持ってもらえたのではないか。今後も継続取材をしてほしい。 

 

○ タイムリーな話題ではあったが、報道されていることをまとめただけで表面的な

印象を持った。真珠産業を、母貝業者・養殖業者・宝石店などの３つに分類して図解

していたが、実際には真珠製品の加工業者などもあり、簡略化しすぎていてあまり適

切ではないと感じた。真珠養殖の様子の紹介では、それぞれの作業の説明が不十分で

不親切に感じた。アコヤガイ大量死の想定される原因として、海中のプランクトンの
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量に注目したのは独自の視点で興味深かった。母貝養殖業者の生計を具体的な数字で

説明したことや、平成８年の大量死の際の映像があったことで、養殖業者の苦悩が理

解しやすかった。潮の流れを見極めて貝を投入する場面からも、苦悩と努力が伝わっ

てきた。漁協の緊急対策は象徴的な場面だったがあくまで“対処療法”の印象で、最

後のまとめに適していたのか疑問に感じた。最も求められるのは原因究明だと思う。

真珠養殖に興味のない視聴者にも関心を持って見てもらうような努力は感じたが、全

体としては問題の核心を突いたとは言えなかったと思う。今後のさらなる深掘りに期

待したい。 

 

○ 番組の構成は工夫されており、一地域で起きた出来事を報道する意義は感じられ

た。ただ中身については不満が残った。番組冒頭で宇和島市のパール婚式の映像を使

っていたが、意図が伝わらなかった。大量死がほかの地域でも発生しているのかなど

の視聴者の疑問に答えておらず、内容の深掘りが不十分だと感じた。愛媛県の真珠生

産量や真珠産業全般に関わる具体的なデータを、もっと示したほうがよかったのでは

ないか。母貝養殖業者への密着取材は、業者の日常が見られる貴重なもので興味深か

った。ただ笑顔が印象的だったため、事態の深刻さが視聴者に伝わりにくかったので

はないかと気になった。原因の可能性があるものが３つあるというのは分かりやすか

った。ただ番組で取り上げた専門家が１名のみだったのは不十分だと感じた。ほかの

専門家や現地に精通した人も取り上げ、もっと原因を探ってほしかった。原因が分か

らず抜本的な対策がとれないことは分かったが、最後のコメントは当事者にとっては、

突き放されたような印象を与えたのではないかと気になった。 

 

（ＮＨＫ側）      

愛媛県の一地域で発生した、「真珠」という生活必需品ではないも

のに関わる問題について、どうすれば多くの視聴者に事態の深刻さ

が伝わるのかという課題があった。アコヤガイの養殖に関わる人々

の日常を見せることで、視聴者が実感を持って事態の深刻さを理解

してもらえないかと考えた。母貝養殖業者にこれだけ密着したこと

はあまりなかったのではないかと思っており、印象的な仕事ぶりを

映像でとらえることができ、宇和島の海で 100 年以上続いてきた真

珠産業の一端を視聴者に見せることができたと思っている。大量死

を取り上げるうえで、原因が特定できていないということに留意し、

伝え方は十分に配慮した。番組で取り上げた専門家は、この分野に

精通しており、県が行っている調査においても重要な役割を担って

いる。愛媛県のアコヤガイの母貝は全国の真珠養殖業者に出荷され

ており、地元業者も原因の特定を切望している状況で、取り上げ方
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は慎重を期するべきだと考えており、可能性の域を出ない原因を指

摘するのは適切ではないと思っている。不適切な発信で地元産業の

振興の妨げとならないように、正確な情報発信を今後も心掛けてい

く。最後に紹介した緊急対策は指摘のとおり“対症療法”という側

面もあるが、県や地元漁協が考え出した対策ということで、前向き

なメッセージを発信したいという思いで取り上げた。今後も取材を

続けたい。 

 

○ 真珠養殖を支えるアコヤガイの母貝の国内出荷の約９割を愛媛県が占めていると

いうことで、大量死が今後全国の真珠養殖業者や真珠製品の生産に影響するおそれが

あることが分かった。母貝養殖の薄利多売の構図や、非常に手間暇のかかる養殖の様

子が理解できた。番組で取り上げた養殖業者が、平成８年に起きた赤変病による大量

死のときに借り入れをして事業を継続したエピソードがあり、高齢のため同じことを

するのは難しいと不安を語る様子から現在の窮状が伝わってきた。各種データが不足

しており大量死の原因はまだ特定されていないということだが、一刻も早い原因の解

明を望みたい。全体を通してアコヤガイ養殖の実情がよく取材されており、事態の深

刻さが理解できた。ただ他県の現状や影響についてはもっと知りたいと感じた。日本

が世界に誇る宝飾品である真珠とその産業を守るため、行政による支援とともに、報

道機関として取材の継続と情報の発信に取り組んでほしい。 

 

○ 現地からの報告を中心に詳細なデータなども交えて説明されていて分かりやすか

ったが、もう少し焦点を絞ってもいいと感じた。真珠産業の分業の構図や、愛媛県の

重要な産業であること、アコヤガイ養殖の様子や現状などが紹介され、事情に詳しく

ない視聴者にも分かりやすく問題を伝える工夫がされていてよかった。番組構成も問

題を順序立てて説明していて分かりやすくてよかった。番組を通して日本の真珠養殖

業が苦境に置かれていることが理解できたが、もっとそのことを際立たせる構成にし

てもよかったのではないか。大量死の原因については、基礎的なデータの蓄積が不十

分なことで原因が特定できないことを強調するなど、真珠産業への社会的基盤の整備

が不十分であることをもっと分かりやすく打ち出してもよかったのではないか。冒頭

のナレーションや番組表の番組内容にある、問題の原因を問うような表現は、番組の

なかで回答がないので不適切だと感じた。スタジオでの司会台への番組スタッフの映

り込みは気になった。四国の他の県では放送されているが、香川県で放送されなかっ

たことが気になった。 

 

○ 地域の基幹産業が危機的な状況にあることは理解できたが、その切実さが十分に

伝えられていないように感じた。真珠産業全体の売り上げ規模や今回のアコヤガイ大
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量死によって想定される被害額など、金額面における具体的な数字を視聴者はもっと

知りたかったと思う。真珠は生活必需品ではないので、視聴者は一部の産業の関係者

が苦境に置かれているだけとして関心を持ってもらえなかったかもしれない。愛媛県

や四国の産業や生活に影響するようなインパクトのある数字を見せることで、視聴者

の生活にも直結すると実感してもらい、視聴してもらう工夫がほしかった。大量死の

原因については番組の後半で触れられていたが、前半のうちに触れたほうがよかった

のではないか。視聴者が最も気になっていることになかなか答えられず、見ていて不

満に感じた。その不満がなければもっと感情移入して見ることができたかもしれない。

全体として消化不良の印象で不満に感じた。 

 

○ アコヤガイの大量死が真珠産業全体に影響を及ぼし、南予地域の主要産業が深刻

な事態に陥っていることに驚いた。業者への支援や大量死を防ぐ取り組みが必要だと

視聴者に感じさせる、意義のあるよい番組だった。真珠産業の図解や真珠ができるま

での工程などが分かりやすく紹介され、母貝業者の手間と苦労なども伝えられていて

よかった。100 年を超す伝統と日本一の生産量を誇る愛媛県の母貝養殖だが、データ

不足などによって大量死の原因が特定できていないのは意外だった。養殖業者の経験

や勘のようなものにだけ頼ってきて、体系的な研究が十分に行われてこなかったので

はないかと感じた。南予地域の主要産業を維持・向上させるために産官学が一体とな

り、稚貝の生態や環境などについての調査・研究が進むことを期待する。高齢化や担

い手不足は地方のどの産業にも共通する課題で、移住促進や外国人労働者の確保など

の措置も必要だと思った。南予地域は昨年７月の西日本豪雨で甚大な被害を受けてお

り、産業が疲弊しないように情報発信で地域を支援してほしい。 

 

○ 真珠生産量日本一の愛媛県で起きているアコヤガイ大量死が、全国の真珠産業に

関わる大問題だということが理解できた。冒頭の構成は視聴者の関心を引くものとな

っており、最後まで見たいと思わせるものになっていた。真珠養殖が分業で行われて

いることや、稚貝の大量死が今後産業全体に与える影響が詳しく説明されていて分か

りやすかった。母貝養殖業者に密着したことで、非常に手間と労力がかかる作業の一

端が見て取れた。平成８年の赤変病による大量死で多くの同業者が廃業に追い込まれ

たことや、その際の苦悩も語られ、今後の困難が想像できた。｢核入れ｣などの真珠が

できるまでの工程を説明していたのもよかった。真珠養殖業者が母貝の入荷不足を心

配する表情がとらえられていて、印象に残った。愛媛県の基幹産業である真珠産業に

も関わらず、データ不足のため大量死の原因が特定できないというのは実に残念なこ

とだと感じた。緊急対策を受けた養殖業者の笑顔と前向きな姿勢に勇気づけられた。 

 

○ 土曜日の午前７時台という時間に放送した理由が気になった。もっと多くの視聴
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者が見ることができる時間帯で放送するべきではなかったか。宇和島市のパール婚式

の様子は、地域における真珠の重要性が端的に理解できるよい場面だった。真珠産業

の図解のときに、愛媛県が母貝の国内生産量の約９割を占めるという説明があれば、

直後のアコヤガイ養殖のリポートにもっと興味が持てたのではないか。その図にも記

載があった宝石販売店の動向が少なく、インタビューなども聞きたいと感じた。最後

に紹介した漁協による緊急対策は希望の持てるもので、夕日を背景にアコヤガイ養殖

の海をとらえた映像で番組を終えたのもとても美しく印象に残った。大量死の原因究

明に向けては、行政と研究者の連携が重要だと感じた。番組で取り上げたことでその

後押しとなったと思い、意義のあることだと感じた。愛媛県の基幹産業である真珠産

業がなぜ苦境に追い込まれているのか、真珠養殖に関わる法改正などの政治的な動き

も含めてこれまでの経緯が知りたいとも感じた。引き続きの取材と発信に期待したい。 

 

（ＮＨＫ側）      

真珠産業は消費者の好みの変化などもあり、生産額が減少するな

ど苦しい状況に置かれている。そういった具体的な数値とともに、

アコヤガイの大量死によって経済損失が出ていることを伝えること

で、事態の深刻さを訴えるという手法もあったと思うので、今後の

制作の参考としたい。今回の大量死の影響は今後数年にわたるとみ

られており、そのことも具体的に見せる工夫が必要だったかもしれ

ない。一方で数字によって誤った印象を与えてしまうことのないよ

うに、取り上げ方は引き続き注意したい。今回の問題は、地域の産

業においてこれまで乗り越えられてきた課題が、人口減少や高齢化

などの構造的な問題によって課題解決が困難になってきている状況

も示している。そういった状況を踏まえた制度面の整備の必要性に

ついても、番組を通じて視聴者に伝えたかった。司会台に番組スタ

ッフが反射して映り込んでいる点については今後注意したい。最後

に紹介した緊急対策については現在養殖に取り組んでいるところで、

生育状況については春先ごろにならないと分からない。今後の動向

についても継続して取材し発信していきたい。 

 

（ＮＨＫ側）      

この番組は土曜日の午前７時台に放送した。この時間帯は多くの

視聴者に見ていただいている時間帯であり、各放送局で地域放送番

組を放送している。高松局では四国のほかの３県でこの番組を放送

した同じ時間帯に、さぬきドキっ！「音楽が四国の力になる～野外

ロックフェス“モンバス”の舞台裏～」を放送した。２１日(月)に
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「熱狂ライブ！ＭＯＮＳＴＥＲ ｂａＳＨ ２０１９」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱ

ﾑ 前 0:20～1:49)の放送が予定されていたため、関連する番組とし

て｢さぬきドキっ！｣を放送した。番組の編成については、視聴者か

らの意見も参考にしつつ、最適なものを引き続き検討していきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ 来年の大河ドラマ「麒麟（きりん）がくる」に期待していたが、出演予定だった俳

優が逮捕されるという事態が起きたのは残念だ。出演者に関するトラブルはことしの

｢いだてん～東京オリムピック噺（ばなし）～｣でもあったが、番組で重要な役割を果

たす出演者について、どのような基準で選んでいるのか疑問に感じた。今後同様の事

態が起きないように注意してほしい。 

 

○ 逮捕された俳優は演技力に期待していたので、このような事態となったのは実に残

念だ。すでに収録した分についても代役を立てて再度収録するという報道がされてい

るが、収録した分については変えず、以降の収録を新たな俳優で行うという考え方で

もいいのではないかと思う。罪を犯した人が出演することで犯罪を助長するようなこ

とはあってはならないことだが、全面的に排除することがメディアとしてあるべき姿

なのかは検討する余地があると思う。薬物依存は病気だという意見もあり、そういっ

た人々の社会復帰をどう支援するのかという観点も含め、どう扱えば、正しく危険性

を伝えられるのか、引き続き検討してほしい。 

 

○ １０月１１日(金) の四国らしんばん「どうなる！？四国の鉄道」を視聴した。全１

８線区中１７路線が赤字というＪＲ四国の経営の現状について、番組のなかでどのよ

うな解決策が提示されるのか興味を持って視聴した。これまでの利用者増加に向けた

取り組みとして、パターンダイヤ化、公務員の出張時の鉄道利用、予土線サポーター

の活動などが紹介されたが、どれも抜本的な問題の解決につながらないと感じた。路

線存続の一つの手段として、路線などインフラの所有と鉄道の運行を分離する「上下

分離方式」の紹介があったが、ＪＲ四国としてどの路線について検討しているのか具

体的に知りたいと感じた。地域の公共交通手段が、なぜバスなどではなく鉄道でなけ

ればいけないのかについて議論すべきだと感じた。地方の鉄道を残すことはこの国に

とってどんな意味があるのかという骨太の議論を、有識者を交えてしっかりとやる番

組を作ってほしいと感じた。 

 

○ 同じく１０月１１日(金) の四国らしんばん「どうなる！？四国の鉄道」を視聴した。
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ＪＲ四国は近年経営の多角化に積極的に取り組み、観光列車の運行やホテル事業など

を展開している。ＪＲ四国は自社の経営努力だけで収益を上げるのが難しく、国から

の支援が不可欠だと理解しているが、同時に四国に暮らす者みんなでＪＲ四国の経営

問題について考え、取り組みを支える必要があると考えている。経済界でも海外から

の交流人口を四国に呼び込む取り組みを行っており、こうしたことが活性化につなが

ればよいと思う。引き続きの情報発信に期待している。 

 

○ １１月１日(金)のさぬきドキっ！「映える香川～進化する絶景・名産品～」を視聴

した。「映える」と「進化」をテーマに香川県の絶景ポイントと名産品を紹介していて、

全体的に軽妙なタッチで見やすい仕上がりになっていた。三豊市の父母ケ浜は、ＳＮ

Ｓ映えするスポットとして人気になっている。映える写真の撮り方が紹介され、同じ

場所でも撮り方によって全く違ったものになることがよく分かった。400 年の伝統の

ある和菓子「おいり」や、海外からも人気のある高松盆栽を、「映える」と「進化」の

テーマから取り上げたのは斬新で、とても興味深く視聴した。ただ最後の骨付鶏につ

いては映えるシーンもなく、単なるグルメ番組のような印象を受けて残念だった。も

っとほかの絶景ポイントを紹介したほうがよかったのではないかと思った。 

 

○ １１月３日(日)と１０日(日)の２週にわたって放送された｢猫のしっぽ カエルの

手 ２０１９～京都大原 ベニシアの手づくり暮らし～｣を視聴した。京都大原に住む、

イギリス人ハーブ研究家のベニシア・スタンリー・スミスさんを主人公に、１年にわ

たってハーブを使った手作りの暮らしを紹介している。2009 年から放送が続く人気番

組で楽しみに視聴した反面、見続けるのがつらい気持ちになった。ベニシアさんが進

行性の視覚障害、記憶障害を患っており、ことしの新作ではベニシアさんが一人では

散歩ができなくなっている様子や視力の低下により料理が作れない様子、庭の掃除を

触覚に頼ってしている様子などが紹介されていた。長く続いている番組であり、ベニ

シアさんの近況については気になるのだが、ベニシアさんの病状を見たことで視聴者

がどんな気持ちになるのかを考えると、今後もこのままの内容を継続して放送するの

か、見直す時期に入っていると思う。 

 

○ １１月８日(金)の四国らしんばん「増える高齢者からの１１９番」を視聴した。高

齢者からの救急通報が増加している高知市の救命救急病院に密着しており、高齢者な

らではの救急対応の課題や、ケアが大変な高齢者の医療自体について、とても考えさ

せられた。救急搬送者は高齢者の割合が多いことや、中には軽傷にも関わらず通報す

る人が多いということを伝え、問題を浮き彫りにしていた。一度搬送され、退院した

後にすぐ再発・悪化することを防ぐ、帰宅患者の「トリアージ（分類）」の取り組みや、

地域と連携したソーシャルワーカーが重要な役割を果たすことなど、伝えられた事項



9 

はとても興味深く、報道する意義を感じた。十分に取材され、よく構成の練られた番

組だった。番組で密着していたのは高知市の病院だったが、なぜ番組冒頭の救急車出

動の場面が松山市だったのが気になった。 

 

（ＮＨＫ側）      

高齢者の救急搬送の問題は四国全体が抱える課題であるというこ

とを強調するため、冒頭で高知県のみでなく四国４県の救急搬送の

データを図解したほか、松山市の救急車出動の場面を入れるなどの

工夫をあえて行った。 

 

○ １１月１０日の祝賀御列の儀については、ニュースや中継の模様をホームページや

「ＮＨＫニュース・防災アプリ」などにおいても展開されていたため、携帯電話で視

聴することができた。日本の文化や伝統への理解を深め、日本に誇りを持ってもらえ

る内容だったと思う。 

 

○ １１月１２日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「モンスターの素顔～プロボ

クサー・井上尚弥～」を視聴した。井上さんが出場した試合を中継した１１月７日(木)

の「８Ｋボクシング中継 ＷＢＳＳバンタム級 決勝」(ＢＳ８Ｋ 後 9:00～10:40)

は、ＮＨＫが５７年ぶりのボクシング中継を実施するなど試合開催前から大きな話題

となっていたが、この試合に勝利したことは、番組構成だけでなく、視聴意欲に大き

く好影響を与えていたと思う。井上さんの活躍の裏側には父による指導があることが

理解でき、同じくボクサーで世界チャンピオンでもある弟の拓真さんとの２人を育て

た手腕に非常に感心した。取材を継続して今後についても取り上げてほしい。 

 

○ １１月１５日(金)のひめＤＯＮ！「謎の“プロテイン・アイランド”を調査」を視

聴した。愛媛大学のプロテオサイエンスセンターで行われている、たんぱく質につい

ての世界のトップクラスの研究について紹介していた。出演した研究者が難しい研究

内容を、ユーモアを交えて笑顔で説明していて親しみを持てた。研究には地元で捕れ

たサメが使われており、地元の漁業関係者と連携していることや、胚芽を使って大量

に余った小麦が地ビールや飼料に再利用され、県内の産業の役に立っていることなど

も紹介されていて好感を持った。一方で、学術的な指摘があまり無く残念だった。研

究が実際にどのように生かされるのかなどについては、もっと詳しく説明してほしか

った。 

 

○ 同じく１１月１５日(金)のひめＤＯＮ！「謎の“プロテイン・アイランド”を調査」

を視聴した。愛媛大学が世界に誇るたんぱく質研究という一見難しそうなテーマにつ
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いて、分かりやすく説明しており見やすかった。愛媛大学が県や地元財界と協力して

活動しているということがよく分かった。番組タイトルにもある「プロテイン・アイ

ランド・松山」についてはよく知らなかったが、松山をたんぱく質研究の一大拠点に

するために愛媛大学や県と市、地元財界が連携して１５年前から取り組んでいること

が初めて理解できた。また視聴者からの疑問に答える別のコーナーで、地元民放の社

屋やアナウンサーについて調査していたが、実にユニークな取り組みで興味深く視聴

することができた。 

 

○ １１月１７日(日)の目撃！にっぽん「激論の“トリエンナーレ”～作家と市民の７

５日～」を視聴した。わずか３日で開催が中止されたあいちトリエンナーレの「表現

の不自由展・その後」について取り上げており、非常に心を打たれた。大河ドラマの

出演者の不祥事について意見が交わされているが、番組を作品として考えると、すで

に収録した分についてはそのまま放送し、新たに撮影する分から代役を立てるという

ことでもいいのではないかと思う。撮り直しによって、作品の質の低下につながるよ

うなことがあっては残念だと思う。犯罪を助長するようなことになってはいけないが、

作品の表現のあり方としてはそういう形もあるのではないか。 

 

○ １１月１８日(月)のうまいッ！「まるで全身トロ！ “幻の魚”スマ～愛媛・愛南

町～」を視聴した。３年前に愛媛県が完全養殖に成功したスマを紹介していた。日本

人はマグロのトロなど脂ののった魚が好きだが、スマも非常に脂がのっていておいし

く、地域の魚が全国番組で紹介されたのはよいことだと感じた。番組で紹介されてい

たスマの刺身は真っ白で、脂が過度にのっているように感じた。脂肪分は２０～３０％

であること、一方、脂が非常にのっていることで有名な戻りガツオが６％と説明され

ており、健康的でないと受け止められてしまうのでないかと心配になった。 

 

○ 2007 年の東京マラソンの開始などをきっかけに、マラソンが一般の人も行う身近な

スポーツになっている。｢ラン×スマ｣は、ランニングについての質問に専門家が答え

たり、科学的なデータを紹介したりするなど、市民ランナーにとって非常に有益な番

組となっている。「人生 100 年時代」といわれるなかで、健康志向が高まっている。そ

ういった人々のニーズに応える、体操や体育番組がますます制作されることを期待す

る。 

 

○ 南海トラフ巨大地震をはじめ、災害報道を正確・迅速に行うことはＮＨＫの重要な

使命だと思う。徳島県ではケーブルテレビの普及率が高く、災害時にテレビが視聴で

きるのか懸念を持っている。避難所などの特定の場所においては、ケーブルテレビに

障害が起きても視聴できる環境を整えるなどの取り組みを、地元民放や自治体と協力
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して検討してほしい。また大規模災害の際の放送波の有効活用についても、放送事業

者が一丸となって検討してほしい。 

 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０１９年１０月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

１０月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、２１日(月)、東京第一ホテル松山におい

て、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴してもらった、四国らしんばん「再生なるか？阿波おどり

～聖域なき改革 １年目の挑戦～」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を

行った後、１１月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞ

れ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業 取締役会長） 

副委員長  半井 真司 （四国旅客鉄道 代表取締役社長） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所 代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送 代表取締役社長） 

床桜 英二 （徳島文理大学 総合政策学部 教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

中矢 憲吉 （愛媛新聞社 編集局次長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター 准教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜四国らしんばん 

「再生なるか？阿波おどり～聖域なき改革 １年目の挑戦～」（松山局・徳島局） 

（総合 ９月１３日(金)放送）について＞ 

 

○ 徳島市の阿波おどりの運営の委託を引き受けた民間企業の取締役である前田三郎

さんに注目したことで、今後に向けて前向きな内容となっていた。２５分という短い

放送時間で、複雑な問題の全体像を理解するには適切な切り口だったと思う。一方で、

どのような点を改革したかの説明は不十分だと感じた。チケットの販売方法の見直し

では、なぜ変更したのか理由が知りたかった。会場設営についての不透明な見積書に

ついては、その後の業者とのやりとりや、最終的な結果が知りたかった。チケット販
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売のビラを配布している様子以外に改革らしい象徴的な場面が無かったのは残念だ

った。番組タイトルの「聖域なき改革」という表現は新鮮さが無くてあまり魅力的で

はなく、そのうえ番組内容とあまり一致していないように感じた。前田さんの意気込

みを示すことばだと説明したうえで、なにが聖域なき改革にあたるのかを説明すべき

だと思った。運営の委託における実行委員会と民間企業の役割分担の説明が無く、民

間企業の前田さんが聖域なき改革に取り組めるのか疑問に感じた。 

 

○ 祭りをイベントとしてとらえ、民間企業に委託して地元の不採算事業を再生させ

る取り組みは分かりやすく、興味深かった。運営を担当した民間企業や共同事業体が

どのような組織なのか、また前田さんの経歴も知りたかった。会場設営の見積書では、

価格の妥当性についての検証や業者への取材があったのかが気になった。そもそもな

ぜ赤字体質となっているのか、より詳細な分析がほしかった。チケット販売方法の見

直しでは、電話販売の導入で好調に滑り出し、その後行き詰まってビラ配りや地元商

店のコネクションなどの古典的な方法に行き着いた様子から、改革の難しさが見て取

れた。徳島市観光協会の元幹部のインタビューでは、祭りは収支だけを考えるべきで

はないという別の視点を提示しており、とても考えさせられた。収支だけでなく、ど

んな祭りであればこれからも継続していけるかという観点で取り上げてほしい。こと

しは準備期間が短く、一部の日程は台風接近による中止もあって、赤字は不可避だっ

たと思うが、改革が本格化すると思われる来年の動向について、続報を期待している。 

 

○ 徳島の夏の風物詩である阿波おどりの運営が初めて民間に委託されたことは大き

な関心事で、興味深く視聴した。改革に取り組む前田さんを準備段階から時系列に追

っていて、これまでの累積赤字や収支の見通しの甘さについての解説も織り交ぜてお

り、とても分かりやすかった。徳島市観光協会の元幹部のインタビューでの、これま

での運営を正当化するような発言から、巨額の累積赤字が生じた背景が理解できた。

阿波おどりが地域の祭りから興行へと変化していく過程で、収支に対する考えが変わ

らなかったと感じた。ことしの改革は道半ばという印象だったが、収支バランスの改

善に取り組むことを意欲的に語る前田さんの姿から、来年への希望が持てた。全体と

しては少し駆け足だった印象で、一つ一つの内容をもっとしっかり見たいと感じた。

「真価が問われるのは来年だ」という最後のナレーションは表面的で、消化不良な印

象を持った。前田さんらの取り組みを、祭りの主役である踊り手たちがどのように受

け止めているのか知りたかった。来年の改革も引き続き取材してほしい。 

 

○ 阿波おどりの運営方式について、昨年とことしの変更点を図式して比較し、構造

的問題があったことを示したのは分かりやすかった。前田さんを中心に構成したこと

で、視聴者の理解も深まったと思う。難局に明るく立ち向かう前田さんの姿も印象的
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で、見ていて前向きになれた。徳島市観光協会の元幹部のインタビューからは、累積

赤字を生じさせた協会の甘い体質が見えてきた。人口減少時代に見合った地元に密着

した祭りに回帰すべきだという、前田さんの考えには共感できた。ただ、全体として

は課題の洗い出しと解決への提案が十分ではなく、もの足りなさを感じた。前田さん

のこれまでの経歴の紹介が無く、手腕がイメージできなかった。台風接近による日程

中止やチケットの最終的な売り上げなどの情報が足りず、赤字にどう影響したのかが

分からなかった。来年以降の改革について、具体的なビジョンが示されなかったのも

残念だった。祭りの黒字化がなぜ必要で、いつどのように決められたのかも知りたか

った。事情を十分に知らない視聴者のためには必要だったと思う。 

 

○ 今までの運営がいかにずさんに進められていたのが分かり、とても驚いた。徳島

市観光協会の元幹部へのインタビューは、累積赤字を生み出した理由と運営を民間委

託されたことへの反発が感じられた。過去の来場者数と累積赤字額、徳島市の税収の

推移などを図式化し、発言の正当性を検証してほしかった。会場設営に関しての不透

明な見積書を紹介していたが、不明瞭な運営を改善していくことが祭りの継続には重

要であることが理解できる、象徴的な場面だった。前田さん自ら徳島に足を運び、チ

ケット販売に取り組む姿からは改革への強い意気込みが感じられた。祭りのクライマ

ックスである総踊りを終えたあとの前田さんからは安ど感が伝わり、祭りの成功に熱

心に取り組んでいたことが理解できるよい場面だった。ことしは準備期間が４か月し

かなく、チケット販売は伸び悩み、台風接近による日程中止という不運もあって、前

年を上回る赤字となったのは残念だったが、今後の改革に向けて期待の持てる内容だ

った。前田さんの聖域なき改革を、引き続き取材して発信してほしい。 

 

（ＮＨＫ側）      

８月２９日（木）のクローズアップ現代＋「日本から祭りが消え

る！あなたの“マナー”は大丈夫？」を徳島局と松山局の共同で制

作した。その取材のなかで、ここ２年間でおよそ５０もの祭りや花

火大会が、警備の難しさや資金不足などの運営上の問題を理由に、

中止となっていたことが分かった。阿波おどりという地域の祭りが

これまでどおり継続していけるのか、改革に取り組む前田さんを通

して見せたいと意図した。徳島市の遠藤彰良市長については、昨年

度の徳島県域放送番組「あわとく」で阿波おどりの話題を取り上げ

た際に出演してもらったこともあり、今回はあえて視点を変えてみ

た。昨年までの阿波おどりの運営に関する騒動は、当事者間の見解

が必ずしも一致しておらず、全体像がつかみにくい。一方で新たに

運営に加わった前田さんの立場で阿波おどりを見れば、全体像が理



4 

解しやすいのではないかと考えた。どんな点を改革したのか分かり

にくかったという点については、委託を請け負った企業に運営方針

を決める権限が少なく、詳細は実行委員会が決めていたということ

もあり、ことしは問題の洗い出しにとどまって改革まで十分に至ら

なかったという側面があったと思う。阿波おどりの黒字化の必要性

については、赤字となった場合は委託先が引き受ける契約となって

いるので、民間企業が引き受ける以上は必要だったと考えている。

一方で、そもそも地域の祭りが興行として採算性のあるものでなけ

ればならないかというのはまた別の議論だと思っている。祭りには、

伝統の継承、経済効果、地域コミュニティーの強化といった意義が

あると思うが、すべてを成り立たせるのが困難な状況になっている

と思う。議論のきっかけになればと思い番組を制作した。 

 

○ 身近な夏の風物詩だった阿波おどりが、昭和４０年代以降に興行化が進んだこと

で、徳島のイメージ向上と祭りの活性化に貢献した一方で、肥大化によって利権が生

まれ、かつての身近なイメージの祭りの姿は失われてしまった。適正規模を超えた拡

大により、運営が立ちゆかなくなりつつあることが理解できた。民間企業による改革

の様子を、祭りの終了後に取り上げたことは意義のあることだと感じたし、時系列で

取り組みが紹介されていたのも分かりやすかった。会場設営業者選定のやりとりは収

益重視の興行としての側面が強調されており、阿波おどりを伝統文化として大切にし

ている徳島の人の感情を思えばあまり適切ではないと感じた。阿波おどりに情熱を持

って取り組んでいる踊り手や市民の声が無く残念だった。祭りにとって一番大切なも

のが、番組に反映されていない気がした。阿波おどりは徳島市だけでなく県内各地で

行なわれており、400 年もの間、先人たちによって継承されてきた。祭りの収益面だ

けではなく、もっと大局的な視点に立った番組を作ってほしいと感じた。 

 

○ 阿波おどりの赤字体質を解消すべく､運営を民間企業に任せることで、祭りがどの

ように変わっていくのか興味を持って視聴した。これまでの運営方式や昭和４０年代

以降の観光資源化による祭りの拡大により、巨額の累積赤字という状況を引き起こし

たことが理解できた。拡大の一途だった祭りを再び適正な規模に戻すべきだという前

田さんの指摘は問題の本質を突いており、収支や来場者の満足度にこだわるプロの興

行師らしいものであると同時に、人口減少時代の日本が向き合わなければならない事

実だとも感じ、とても興味深かった。チケットの販売方法の見直しに取り組む姿から

は、改革への意欲とその難しさが理解できた。徳島市観光協会の元幹部の、収支より

も地域への経済効果が大切という趣旨の発言は一理あるが、累積赤字をどう解消する

かという根本的な問題に触れられておらず憤りを感じた。問題の本質を分かりやすく
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継続して発信することが、人々の意識改革につながるのではないか。２年目以降の改

革についても引き続き伝えてほしい。 

 

○ 阿波おどりの運営委託を引き受けた民間企業の取り組みをしっかりと見せており、

２５分間という短い放送時間のなかで、徳島の視聴者が知りたかった内容が十分に取

り上げられていた。前田さんを筆頭とする民間企業のチームからは非常に高いプロ意

識が感じられ、来年に向けて期待のできる内容となっていた。それに比べ、会場設営

の見積書や徳島市観光協会の元幹部へのインタビューなどはとても対照的で、これま

での運営がいかにずさんに行なわれてきたのか、視聴者は自然と理解できたのではな

いか。一方で、テーマの掘り下げなどにはもの足りなさも感じた。台風接近によって

日程中止が決まったときの前田さんの様子や、そのほかの運営に関わった人々の様子

も見たかった。一連の改革についての遠藤市長のインタビューも見たいと思った。こ

とし十分に改革できなかった点にも踏み込んだ本当の意味での聖域なき改革が、来年

は見られるのではないか。引き続きの取材と情報発信に取り組んでほしい。 

 

○ わずかな準備期間で改革に挑む、前田さんの奮闘ぶりがうまくとらえられていた。

祭りが適正規模を超えて拡大したことで累積赤字が増加したことや、赤字体質を生み

出したこれまでの運営方式がよく理解できた。チケット販売方法や会場設営業者との

契約の見直しを紹介していたが、そのほかの改善策についても紹介してほしかった。

チケット販売方法の見直しは目新しいものでは無かったが、なぜこれまで取り入れら

れてなかったのか疑問に感じた。委託の評価は、収支面だけでなく運営改革について

も見る必要があると思うが、踊り子や見物客、地元商店などの立場にいる方の感想が

知りたかった。改革は来年以降に本格化すると思うが、収支が先に立ちすぎて極端な

縮小となることがないようにしてほしいと思った。阿波おどりの適正規模については、

文化の継承や地域振興などの経済効果を勘案して行政が考えるべきだと思う。行政が

中心となってどこまでの負担なら許容できるか、市民と広く議論すべきだと思う。そ

ういったことを考えさせるきっかけを、番組は提示できていたと思う。 

 

○ 阿波おどりの運営を初めて民間委託するに至った経緯や体制が分かりやすく説明

されていた。一連の取り組みについて、昨年の改革を主導した遠藤市長や、それに反

対していた踊り手団体の意見を聞くような場面が無く残念だった。前田さんの取り組

む改革や、その根底にある課題意識がよくとらえられており、将来的な祭りの規模縮

小に向けて合理性が感じられ、改革の必要性について当事者の理解が深まるのではな

いかと感じた。徳島市観光協会の元幹部の話からは、収支ではなく地域への経済効果

を優先するために赤字を容認してきた背景が見え、改革の難しさが感じられた。もち

ろん赤字を税金で補填する仕組みは、納税者の立場から見過ごすべきことではなく、
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議論すべきだと思った。こういった点にも考慮するような改革を、前田さんに今後期

待したい。台風接近による日程中止もあってチケットの販売が苦戦したことを伝えて

いたが、そもそもの価格設定にも問題があるのではないかと感じた。チケットの販売

が祭りの収益にどの程度影響があるのかについても紹介してほしかった。 

 

○ 一昨年判明した徳島市の阿波おどりの赤字問題は大きく報道されていたこともあ

り、とても関心を持って視聴した。放送時間が短く、実行委員会の構成や運営を民間

委託するまでに至った経緯などの基本的な情報が足りないと感じた。最終的な赤字に

ついて、台風の影響がなかった場合の試算が知りたいと感じた。チケット販売枚数の

紹介があったが、昨年との比較が知りたかった。会場設営の見積書については業者側

の言い分などの紹介が不十分で、一方的に不信感をあおっているように感じた。業者

側へもインタビューし、その理由について語るような場面がほしいかった。チケット

販売方法の変更では、市内世帯へのビラ配布の様子が紹介されていたが、番組冒頭で

紹介されたとおり 100 万人を超える観光客が訪れるのであれば、むしろ徳島市外の販

売チャンネルの拡大が必要なのではないかと感じた。ただ一連の改革に取り組む前田

さんからはとても意欲が感じられ、来年に向けて期待ができた。その様子や改革につ

いての徳島市による評価など、続報を期待している。 

 

（ＮＨＫ側）      

前田さんは運営を引き受けるにあたり、阿波おどりは世界に誇れ

る祭りになりうるとして、覚悟を持って取り組まれている。民間企

業が請け負うということは、採算性の確保は必要なことだと思うし、

その見通しあってのことだと思う。ただ、採算性だけが祭りの意義

ではなく、大切なのはどういった形であれば、市民が納得できるの

かということだと思う。その点については引き続き取材に取り組み

たい。昨年、阿波おどりの運営についての問題が生じた際には、祭

りの主役である踊り手が議論から取り残されていて、悔しい思いを

された方も多かったと思う。踊り手や市民の立場からも、地域の祭

りがどうあるべきかを考えて行くような発信に取り組んでいきたい。

阿波おどりといえば最も規模が大きく知名度が高い徳島市の祭りだ

けに注目しがちだが、徳島県内には地域単位でもさまざまな阿波お

どりの祭りがあり、それぞれをどう継続していくのかについても重

要なテーマだと考えている。引き続き取材をしていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 
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○ 阿波おどりに関連するのだが、徳島局が祭りの期間中の日中に実施し、その模様を

収録して放送している「熱演！真昼の阿波おどり」は、とてもよい取り組みだ。放送

局舎の１階のロビーを開放して演舞の場を提供しており、祭りの臨場感などにおいて、

かつての姿をほうふつさせるものとなっている。地域と向き合う放送局の一つの姿だ

と思うので、今後もぜひ続けてほしい。 

 

○ ９月６日(金)のさぬきドキっ！「すごい人たち。２」を視聴した。四国の人気バン

ド「四星球(スーシンチュウ)」を進行役に起用していて若者向けの番組という印象を

持ったが、多くの人が視聴する時間帯にしては大胆な選択だと感じて驚いた。ＶＴＲ

で紹介した効果音を生み出すこだわりや電卓のキーをたたく早わざを紹介する内容

はおもしろかった。四星球がはっぴにブリーフという衣装で着座しており、大たい部

から下が露出した状態で出演していたのは見ていてあまり気持ちのいいものではな

かった。幅広い年齢層が見る視聴時間を考えると、もっと配慮がほしかった。 

 

○ 同じく９月６日(金)のさぬきドキっ！「すごい人たち。２」を視聴した。アニメや

映画に効果音をつける「フォーリーアーティスト」も、昨年の電卓競技大会１位に輝

いた高松商業高校の珠算・電卓部の生徒たちも、どちらも本当にすごいと感じた。ス

タジオで紹介した使い込んだ鍋と新しい鍋や電卓をエンディングの演奏に使った点

も好感が持てた。ただ２月１日(金)放送の第１弾と比較すると、取り上げた人の個性

や特徴のインパクトが弱かったと感じた。また前回は四星球がＶＴＲを見ている場所

がテレビ局内の裏側というような場所で興味がそそられたが、今回は通常のスタジオ

からになっていて、意外性に欠けていた。彼らがユニークな場所や視点を持ってすご

い人たちを見ていくことが、「さぬきドキっ！」ならでは切り口だと思う。次回に期

待したい。 

 

（ＮＨＫ側）      

四星球については、番組の中で本人たちが言うように、いつも着

ている衣装で出演してもらっている。その格好のままスタジオに出

演していると、どうしても気になってしまう方はいるのかもしれな

い。前回の放送の際は、同じ格好でも今回ほどは気にならなかった

感じがしたが、撮影の際になんらかの工夫があったのかもしれない。

視聴者からどう見えるかを考え、工夫して伝えることに努めたい。 

 

○ ９月１６日(月)のスポーツ×ヒューマン「海がつなぐ父子（おやこ）の絆～ＳＵＰ

レース海峡横断５０ｋｍ～」を視聴した。命を懸けて大海原を横断する親子の姿に、
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家族のあり方やアスリートとしての成長という要素が集約されていてとてもよい番

組だった。レース直前でどのようなコースで海を横断するか悩む子に対して、見守る

父が語ったことばがとても印象的で、強い優しさと厳しさにあふれていて、見ている

人の印象に強く残る非常に感動的なものだった。全体を通して親子の強い絆がしっか

りと表現されていてとてもよい番組だった。 

 

○ ９月２７日(金)の「四国おひるのクローバー」を視聴した。松山市内で栽培し始め

たきくらげを取り上げており、手持ちカメラを用いたカメラワークも現場の臨場感を

伝えていてよかった。栽培用ハウスの中も衛生的で昼前の時間帯にもふさわしく、き

くらげにクラシック音楽を聞かせて栽培しているのもおもしろかった。湯通ししたき

ぐらげを「刺身」と表現したのはあまり適切ではないように感じたが、なによりおい

しそうだったので楽しんで見られた。きくらげの栽培は近年始まった事業ということ

だったが、どれくらい利益があるのかにもふれてほしかった。 

 

○ １０月１日(火) のプロフェッショナル 仕事の流儀「至高の“点”、ここに極まれ

り～料理人・米田肇～」を視聴した。孤高の天才シェフ・米田肇のちゅう房に密着し

た息詰まる映像とその取材姿勢がすばらしかった。冒頭の、「米田は予想外の人だっ

た」というナレーションに始まって水色のスポーツカーで米田さんが出勤、日課であ

る仕事始めの従業員との握手という一連の場面は、米田さんの人となりを端的に伝え

ており、制作者の創意工夫が強く感じられた。「１回のコース料理に使用する食材はお

よそ 400 種にものぼる」というナレーション、焼き上がったステーキの切り口の美し

いアップ、米田さん独自の料理手法を駆使したステーキの焼き方など、序盤で好奇心

と食欲をかきたてるものを紹介し、視聴者を強くひきつけていた。制作者が時間をか

けて米田さんを取材するなかで生まれた強い信頼関係が見えてきてとても感心した。 

 

○ １０月４日(金)のひめＤＯＮ！「発見！愛媛にもある！世界に誇るスゴ技テクノロ

ジー！」を視聴した。小惑星探査機「はやぶさ２」の岩石を集める装置や、今治の造

船に欠かせない巨大クレーンのメーカーが新居浜にあることを初めて知り、愛媛県民

として誇らしい気持ちになった。巨大クレーンの 800 キログラムのピンを接合部には

め込む様子は臨場感にあふれていた。番組に出演していた工業高校の学生の「集中し

た状態で初めてきれいなものができる」ということばからは溶接に対する真剣な姿勢

が見え、心を打たれたとともに、これからの愛媛のものづくりをけん引していく存在

になってくれると前向きな気持ちになれた。愛媛や四国各県が世界に誇れるものをま

とめて伝え、四国を元気づけるような番組を今後も発信してほしい。番組キャラクタ

ーのどーにゃんが話す伊予弁のアクセントに違和感があり、気になっている。ぜひど

ーにゃんには地元の人が使うような自然な伊予弁を習得してもらいたい。 
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○ １０月４日(金)のさぬきドキっ！「音楽が四国の力になる～野外ロックフェス“モ

ンバス”の舞台裏～」を視聴した。 毎年夏に香川県で開催される、野外ロックフェス 

「ＭＯＮＳＴＥＲｂａＳＨ」を、プロデューサーの定家崇嗣さんの活動から追ってい

た。イベントの模様やライブを紹介する番組よりも、定家さん個人の活動が取り上げ

られたことで感情移入しやすくて見やすかった。このロックフェスの地元への経済効

果が１０億円以上だともいわれていることや、よさこい祭りや阿波おどりに並ぶよう

な四国の代表的なイベントとしたいという定家さんの目標が説明されていて、ロック

フェスという音楽イベントに関心のない人でも、地域活性化の視点からとらえられる

ような番組となっていた。今回の構成であれば、音楽イベントに興味がある若い世代

のみでなく、幅広い年齢層の人が関心を持って見てもらえるものになると感じ、よい

ねらいだと思った。 

 

○ １０月７日(月)の逆転人生「シワが改善！夢の美容液」を視聴した。１５年かけて

美容液を研究した女性を取り上げた番組で内容は非常によく興味深く見た。一点だけ

気になったのが、研究員の娘からのメッセージを紹介する際に女性アナウンサーが「た

れ込み情報」ということばを使っていたところだった。「たれ込み」は隠語という指摘

もあり、使わないほうがよかったと思う。 

 

○ １０月２０日(日)の「ひきこもりからドームへ ネット時代の先駆者・まふまふ」（総

合 前 0:05～0:34）を視聴した。インターネットでの歌の動画再生合計回数が１０億

以上という、若者を中心に世界中から熱狂的な人気を集めるまふまふさんにテレビ初

密着していた。人気ユーチューバーのＨＩＫＡＫＩＮさんがインタビューを行い、同

じく人気声優の神谷浩史さんがナレーションをするという構成は、若者に向けた強い

訴求力があり、また番組を視聴した若者にとっては、番組内容をより際立たせるもの

となっていたと思う。インタビューでまふまふさんが話していた内容は特に深みがあ

るとまではいえなかったが、若い世代にとっては先に挙げたような工夫もあり、強く

印象に残るものとなったのではないか。若者のテレビ離れへの対策として、深夜の時

間帯でいいので、若い世代から支持を集める人たちに出演してもらうという方法は有

効なのではないか。幅広い年齢層に見てもらう必要のある公共放送だからこそ、この

ような若者をひきつけるような番組を放送してほしい。 

 

○ ラグビーワールドカップ２０１９日本大会に関わる一連の番組を視聴した。これま

でラグビーは必ずしもメジャーなスポーツとは言えなかったが、日本代表の活躍ぶり

が中継されるにつれて、状況が一変したのではないか。大会開始直前には｢グッと！ス

ポーツ｣が民放の番組とコラボレーションして、それぞれの番組出演者がもう一方の番
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組に出演する取り組みを行なっており、ふたつの放送局の大会の盛り上げにかける意

気込みが感じられた。試合の中継では選手の紹介に加え、得点や勝ち点の方式、ルー

ルや戦術など、テロップなどを用いて繰り返し伝えていたのも分かりやすかった。ラ

グビーが単なる力任せの競技ではなく、過去の試合経過等をふまえて戦術を決めてい

く頭脳的なスポーツであることが理解できた。日本戦以外の試合についても、もっと

地上波で放送してほしかった。来年の東京オリンピック・パラリンピック大会の中継

でも分かりやすい競技解説で各競技の理解を深め、大会を盛り上げてもらいたい。 

 

○ ９月から１０月にかけて３回放送されたラグビーワールドカップ２０１９日本大会

に関する「ＮＨＫスペシャル」を視聴した。９月２２日（日）の第１回「“世界最強” 

神髄に迫る」は、100 台ものカメラをスタジアムに設置して、さまざまな角度からの

映像を瞬時に合成した「自由視点映像」に感動した。その映像を拡大することで、動

きの中で選手がアイコンタクトを送り意思疎通を図っていることまで解説できるとい

うのは、すばらしい技術だと思う。そのほかにも日本代表の前回大会からの４年間の

軌跡の振り返りなど、大会期間に３回シリーズで放送したことはとても意義のあるこ

とでよかったと思った。 

 

○ ラグビーワールドカップ２０１９日本大会に関しては、さまざまな番組で取り上げ

たことで、ラグビーの人気を着実に高めている。３回シリーズで取り上げた「ＮＨＫ

スペシャル」や、１０月２０日（日）の準々決勝「日本」対「南アフリカ」では、「い

だてん～東京オリムピック噺（ばなし）～」を休止して総合テレビで中継するという

判断もあり、臨機応変な対応でよかったと思う。来年の東京オリンピック・パラリン

ピックにおいても、今回成功した部分を取り入れて盛り上げてほしい。 

 

○ １０月１３日(日)に関東地方を縦断した台風１９号の影響で、利根川が氾濫危険水

位を超える状況となっていた。その状況のなか、ラジオ第１では災害情報でなく、プ

ロ野球クライマックスシリーズの中継をしており、編成の判断について疑問を持った。

同様の指摘はインターネット上では散見されるが、苦情や反響がどの程度だったのか、

視聴者意向について知りたい。 

 

○ 台風の情報を伝えるニュースで、アナウンサーが避難の呼びかけを行うなど、メデ

ィアが警戒の必要性を伝えているにもかかわらず、なぜ避難行動につながらないのか

を分析する番組ももっと必要ではないか。住民から聞き取り調査を行うなどして、災

害に直面した際に、避難できないのか、あえて避難しないのか、その理由や背景にあ

る問題を突き詰めることで、現状を改善させるような取り組みを検討してほしい。さ

まざまな種類の災害が発生しているなかで、四国の各放送局は、それぞれの地域の防
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災上の課題を掘り起こし、対策について提言するような番組を作ってもらいたい。 

 

○ 「ＮＨＫニュース・防災アプリ」は、通信から放送に視聴者を取り込むという可能

性を持っており、テレビを見ていなかった人がテレビを見るきっかけにもなると思う。

インターネットを中心に情報を得ている若い世代の人たちを中心に、このアプリを使

ってもらえるように取り組むべきだと思う。ただトップ画面があまり魅力的ではなく、

改善の余地があると思う。トップ画面については、平時は防災情報だけでなく、若い

世代が興味を引くような内容を表示するなど、日常的に利用者に見たいと思わせる工

夫が必要だと思う。日頃からこのアプリを見る習慣がつくことで、いざというときに

アプリを見えてもらえるようになり、役に立つものになると思う。 

 

（ＮＨＫ側）      

１０月１２日(土)から１３日(日)にかけて台風１９号が東日本を

縦断し、多くの河川に氾濫が発生した。また台風が通過したあとに、

しばらくしてから氾濫した河川もあったようだ。災害時に必要な情

報を届けるというのは、公共放送であるＮＨＫの使命だと思ってい

る。一方でプロ野球クライマックスシリーズについても、全国の人々

にとって高い関心のあることであり、双方の要望に応える必要性の

なかで、非常に難しい編成上の判断がなされたと理解していただき

たい。ただし、緊急事態があった場合は、すぐに番組を中断してニ

ュースを放送する態勢を取っていた。指摘の点については真摯（し

んし）に受け止め、最適な編成について今後も検討していく。 

 

（ＮＨＫ側）      

１０月の視聴者意向については、現在取りまとめを行なっている

ところなので、来月の番組審議会の席上で紹介させていただきたい。 

 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０１９年９月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

９月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、９日(月)、東京第一ホテル松山において、

１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、「２０１９年度後半期の国内放送番組の編成」についてＮＨＫから

説明があり、その後「２０２０年度の番組改定」について、意見交換を行った。続いて、

事前に視聴してもらった、前園真聖 しこく絶景たび「初夏の愛媛編」を含め、放送番

組一般について活発に意見の交換を行った後、１０月の番組編成、放送番組モニター報

告および視聴者意向についてそれぞれ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

副委員長  半井 真司 （四国旅客鉄道 代表取締役社長） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

      菊地 秀明 （愛媛たいき農業協同組合 代表理事組合長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所 代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送 代表取締役社長） 

床桜 英二 （徳島文理大学 総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

中矢 憲吉 （愛媛新聞社 編集局次長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター准教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜２０１９年度後半期の国内放送番組の編成および、 

２０２０年度の番組改定に向けた意見聴取について＞ 

 

○ サッカーではヨーロッパを中心に海外リーグで多くの日本人選手が活躍している。

海外リーグのサッカー中継をぜひ充実させてほしい。 

 

○ 「麒麟（きりん）がくる」は、明智光秀というかなり挑戦的な人物を取り上げると

いうことなので、新たなイメージ像が生み出されるのではないかと思って期待してい

る。 



2 

 

○ 「鉄旅・音旅 出発進行！～音で楽しむ鉄道旅～」は、番組の着眼点がよく、興味

を持った。ぜひ聞いてみたいと思った。 

 

○ 東京オリンピック・パラリンピックに向けて、オリンピックやスポーツなどの関連

番組を集中的に編成して、開催を盛り上げてほしい。 

 

○ 「ドラマ１０ ミス・ジコチョー～天才・天ノ教授の調査ファイル～」は、この放

送枠の前作にあたる「ドラマ１０ これは経費で落ちません！」がとてもおもしろか

ったので、次作にも期待している。主演が松雪泰子さんということも期待できると思

っている。「もやモ屋」は、小学校中学年向けの道徳ドラマというテーマが興味深く、

楽しみにしている。 

 

○ 若い世代に向けた編成の戦略が知りたい。「金曜日のソロたちへ」の新設の紹介があ

ったが、今年度改定で新設された「渡辺直美のナオミーツ」なども若い世代が対象だ

と思うが、あまり定着・浸透していない印象を持っている。テレビでの編成の難しさ

や、インターネットを利用した視聴者層の拡大についての展望が知りたい。 

 

○ 連続テレビ小説に非常に期待している。 

 

○ 「連続テレビ小説 スカーレット」は、主演が戸田恵梨香さんということで興味を

持って、見てみたいと思った。鉄道という人気のあるジャンルで音に注目した「鉄旅・

音旅 出発進行！ ～音で楽しむ日本の鉄道旅」は非常に興味深く、ぜひ聞いてみたい

と思った。視覚的な効果に頼らない、音だけで特定のジャンルを取り上げる番組がも

っと制作できるのではないか。 

 

○ 幼少期の子どもはＥテレを見る機会は非常に多いと思うが、子どもの成長とともに

Ｅテレを見なくなる傾向があると思うので、より幅広い年齢を対象として番組を充実

してほしい。「アニメ 魔入りました！入間くん」は興味深く、見てみたいと思った。 

 

 

＜前園真聖 しこく絶景たび「初夏の愛媛編」（松山局） 

（総合 ７月２６日(金)放送）について＞ 

 

○ 前園さんの人柄が出た感想やコメントがとてもよく、大三島での「風が気持ちい

い」など印象に残るコメントが多くあった。ゆめじま海道の上島町は、四国側と道路
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でつながっておらず簡単に行けないので非常に興味深く、紹介した絶景も知る人ぞ知

るという感じでよかった。岩城島の積善山の頂上まで足をつかずに自転車で登り切っ

た様子は、さすが元サッカー日本代表選手だと思った。下灘駅に向かう途中で、じゃ

こ天のお店に立ち寄り、店員との交流や肱川での地元の人とのやりとりからも前園さ

んの人柄が出ていた。西日本豪雨の被災地への訪問は、昨年度放送した「前園真聖 自

転車へんろ旅」でできたつながりを大切にしている様子が伝わり、前園さんのことば

にも重みがあってよかった。西予市明浜町の狩浜の段畑は、先人が築いてきた歴史と

それを継承している人の思いが伝わる絶景だった。一方で、全体としては取り上げた

絶景のインパクトがやや弱く、地域の偏りも気になった。番組で出てきた四国がわし

づかみにされているアイコンの意図が分からず、あまり適切ではないと感じた。 

 

○ 視聴者おすすめの絶景を前園さんが自転車で訪れ、地域の人々とふれあいながら、

写真を撮ってＳＮＳで発信するという内容には制作側の意気込みが感じられた。ただ

詰め込みすぎで、一つ一つの出来事が消化不良に感じた。番組のなかで目的地が次々

と変わり、愛媛県に詳しくない視聴者には分かりにくかったのではないか。印象的な

場面に絞り、そこを掘り下げて紹介したほうがよかったと思う。昨年度の「前園真聖 

自転車へんろ旅」では、「お遍路」という四国の人が誰でも分かる身近なテーマを柱

に据えたことによって、四国の多くの視聴者の支持を受けたと考える。今作の柱とな

るテーマは「絶景」になるが、今ひとつ抽象的で、なにを指しているのか分かりにく

い。もっと地域で暮らす人とふれあい、それぞれにとっての「絶景」を訪ねるような

番組であったら多くの人が見たくなるのではないか。前園さんは会話を通じて相手の

心を開くのが上手なので、それを生かしてもっと出会った人とのふれあいを見せてほ

しい。 

 

○ 前園さんの乗る自転車に搭載されたカメラや 360 度カメラ、ドローンを用いた上

空からの映像など、多彩なカメラワークで見せる映像が自転車旅の臨場感を醸し出し

ていてとてもよかった。来島海峡大橋を見渡す絶景スポットは、車では体験できない

自転車旅ならではの魅力があった。旅の出来事や絶景スポットが、地域の人とのふれ

あいの思い出として描かれていたのはとてもよかった。岩城島の積善山の山頂からの

景色は、瀬戸内海が誇る多島美、多くの島々が連なって見える美しさがよく伝わりよ

かった。肱川のゴリを使った郷土料理は知らなかったので非常に興味深かった。西日

本豪雨で大きな被害を受けた十夜ケ橋の永徳寺の縁起板が遠く離れた山口県の大津

島で見つかって戻ってきたというエピソードはとても印象的で心打たれた。西予市明

浜町のみかん農家のことばからは、豪雨被害からの復興を目指すこの１年の苦悩がに

じみ出ており印象に残った。番組タイトルで四国と旅をひらがな表記にした理由が知

りたい。またＳＮＳでの情報発信について、どのくらいの反響があったのか教えてほ
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しい。 

 

○ 来島海峡は四国が誇る絶景であり、取り上げるのにふさわしいと思った。しまな

み海道の自転車旅は外国人観光客など多くの方から支持を受けているが、その魅力が

存分に表現されていた。大島で紹介したのが海鮮バーベキューというのは少しもの足

りなかったが、そのほかの島々で紹介した場所はどれも魅力的で、とても興味深かっ

た。愛媛県の上島町に渡る際に広島県の因島から船で移動していたが、上島町が広島

県であるかのような印象を受けて残念だった。番組を通じて前園さんの人柄がとても

よく出ていた。特徴的なカメラワークもおもしろく、四国の魅力を伝える貴重な番組

だと思った。一方で、ＳＮＳでの情報発信はあまり話題となっていないようで気にな

った。ＳＮＳでの反響がどの程度なのかが知りたい。発信する際のハッシュタグの考

え方についても聞きたい。ナレーション担当の首藤奈知子アナウンサーは、松山局の

多くの番組に出演しているが、ほかの女性アナウンサーの活躍や育成が十分なのか気

になった。 

 

○ 四国の絶景と魅力を盛りだくさんに紹介していて、視聴者は満足だったのではな

いか。樹齢 3,000 年といわれる大三島の生樹の御門の存在は知らなかったので興味深

かった。しまなみ海道で絶景サポーターとして出演したサイクリングガイドの方は途

中から説明もなく出てこなくなり、出演した意味をあまり感じなかった。続いてゆめ

しま海道の絶景を紹介していたが、島の景色だけでなく、石鎚山など、違った絶景を

取り上げてほしかった。肱川で出会った方のお宅にお邪魔してゴリを使った郷土料理

をいただく一連の流れはとてもほほえましく見られた。西日本豪雨で被害にあったみ

かん農家が紹介した絶景は、みかんの段畑と宇和海と空が織りなす南予を代表するよ

うな絶景で、とても印象に残った。空の青さや木々の緑、海の鮮やか色など、初夏の

愛媛の絶景が画面いっぱいに表現されていて、視聴者は満足だったと思う。また別の

季節の違った表情の絶景も見てみたいと思った。 

 

（ＮＨＫ側）      

「前園真聖 自転車へんろ旅」で四国を１周した前園さんに、再

び自転車で四国を旅してもらい、四国の魅力を見つけてＳＮＳで世

界へ発信してもらうテーマを考えた。旅の模様は８分程度のＶＴＲ

に編集し、四国各局の夕方６時台のニュース・情報番組でのコーナ

ーとして毎週１回程度放送している。四国がわしづかみされている

ようなアイコンは、松山局が運営しているツイッターアカウント「四

国のＮＨＫ」のアイコン。四国の形をした控え目なキャラクターが

他人に後押しされて情報を発信するという設定で作成したアイコン
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だが、今後どう改善するかについては検討したい。視聴者のみなさ

んから四国の絶景の情報をＳＮＳやメールフォームで募集しており、

メールフォームでは 1,000 通を超える意見が寄せられている。四国

地方向けの放送だからこそ、全世界に発信できるＳＮＳを活用した

いという意気込みを持っている。ＳＮＳの反響については、この番

組の放送前にフォロワーが 3,000 程度だったツイッターアカウント

「四国のＮＨＫ」が、放送後半年で 1,000 ほど増えており、番組を

見て興味を持ってフォローした人も多いと考えている。投稿のイン

プレッション数はどれも２万くらいで、これは前園さんが自身のア

カウントで紹介していることによる影響が大きい。今後は多くの視

聴者の方に拡散してもらえる方法についても考えたい。広島県の絶

景を紹介しているような印象を受けた点については、番組では愛媛

県の絶景しか取り上げておらず、上島町に向かうにあたり広島県の

因島からの航路を利用しただけにすぎないが、今後の番組での取り

上げ方は工夫したい。今回取り上げられなかった絶景は以降の愛媛

の旅で取り上げていくので期待してほしい。自転車では行けないよ

うな場所もあるかもしれないが、そういった場所も柔軟に取り上げ

ていきたい。番組のタイトルについてはすべてを漢字表記にすると

固い印象を受けたので、視聴者の方に親しみを持ってもらえるよう

に一部をひらがな表記とした。 

 

（ＮＨＫ側）      

番組の力点を絶景スポットの紹介に置くのか、地元の人とのふれ

あいに置くのかのバランスはとても大切だと思っている。しまなみ

海道・ゆめしま海道では絶景紹介に寄りすぎてしまった感じがある

と思っており、今回頂いた意見も参考に、ちょうどいいバランスを

探って今後の番組制作の参考としたい。 

 

（ＮＨＫ側）      

松山局には１１名のアナウンサーが在籍しているが、そのうち女

性は首藤アナウンサーのみ。四国各局にはほかに２名の女性アナウ

ンサーがいるので、研修などを通じて日々育成を行っている。 

 

○ 前園さんのよい人柄が番組の強みとなっており、絶景よりも前園さんの言動が印

象に残った。首藤アナウンサーのナレーションも安定感があり、多彩なカメラワーク

もおもしろかった。登場した人々も偶然の出会いとは思えないほど魅力ある人ばかり
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で、大三島での移住者の話は地域活性化の面で考えさせられたし、肱川で出会った方

とのふれあいもよく、どれも見ごたえがあった。一方で、遍路道を順に巡る自転車へ

んろ旅と比べて、旅のスタートとゴールが分かりにくいと感じた。下灘駅に向かう旅

のスタートがなぜ松山城で、どのようなルートで向かうかの説明が足りない気がした。

お遍路では行けなかった四国の絶景や魅力を世界に発信する旅という、番組の目的を

繰り返し紹介したほうがよいのではないか。初夏を表現する前園さんのコメントはよ

かったが、一部のナレーションは少し過剰に感じた。自然の風景や食べ物で初夏を見

せてほしかった。放送時間は少し長く感じた。「四国のＮＨＫ」のアイコンは意図が

分からず困惑した。 

 

○ 全体的に前園さんのコメントは気が利いていてよい番組となっていた。前園さん

が旅のなかで撮った写真をＳＮＳ風に紹介することや、カラフルな文字テロップなど

の視覚的効果の使い方もよかった。ルートや目的地を紹介する地図や、ドローンを用

いた上空からの映像も効果的だと感じた。しまなみ海道では見どころや絶景がテンポ

よく紹介されていて、レモンの店の紹介も違和感なく、路地を自転車で走るシーンも

斬新だった。地元の人から紹介された積善山の登頂に挑戦するフットワークの軽さに

感心した。松山城に切り替わる場面は、唐突感と違和感があった。後半は前園さんや

地元の人の人柄にふれる場面が数多くあり、見ていてあたたかい気持ちになった。た

だ前半と比べるとテンポがゆっくりで没入感が弱く、ギャップを感じた。アップでブ

ランド名が映されてされていることもあり、前園さんの乗っている自転車はどのよう

な理由で選定したのか気になった。また自転車のライトや反射板が付いているのかも

気になった。前園さんの衣装はやや地味な印象を受けた。全体を通しては、愛媛の魅

力が詰まったよい番組だった。 

 

○ 前園さんの親しみやすい人柄が存分に出ており、お遍路という縛りがなくなった

分、より自由に旅を楽しんでいる感じが伝わってきた。「前園真聖 自転車へんろ旅」

で四国の視聴者に知れ渡った前園さんの人柄のよさがさらにあふれ出ていた印象で、

とてもよかった。「前園真聖 自転車へんろ旅」でのよい部分を残しつつ、「絶景」と

いう新たなテーマを選んだのはよかった。ただナレーションで絶景を連呼するのは押

しつけがましいと思ったので控えたほうがいいと思う。番組冒頭の自撮り棒を使った

360 度カメラの映像は、ＳＮＳで情報発信するという番組の趣旨とも合致していてよ

かった。自転車に設置されたカメラの映像も疾走感と臨場感を出していて、ほかにも

さまざまなカメラを使用しているのが映像を通して分かり、工夫が伝わってきた。番

組のコーナーで、使用しているカメラの紹介をしてもおもしろいのではないか。視聴

者から訪問先を募集し、地元の人しか知らないような絶景を紹介、その写真をホーム

ページやＳＮＳで発信という取り組みは、視聴者との関係を深めるよいものだと感じ
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た。 

 

○ ガイドブックには載っていないような絶景を取り上げたり、地元の人との出会い

などもあったり、かなり見ごたえがあった。前園さんの親しみやすい性格が、これま

での旅を通じて四国の人に浸透していることが分かった。ふだんは東京で生活されて

いるからこそ気づくような、四国の何気ない風景のよさを語るコメントも的確で、適

任だと感じた。大三島の移住者による島の耕作放棄地の有効活用の取り組みはすばら

しく、取り上げる意義が感じられた。前園さんが繰り返し言う、「風が気持ちいい」

というコメントは四国の魅力が詰まったことばで、とてもよかった。弓削島の木のト

ンネルの絶景は「ＳＮＳ映え」という印象を受けて、番組の趣旨と合致していると感

じた。下灘駅の絶景はすばらしかったが、夕日の場面も見たいと思った。肱川で出会

った人とのやりとりはおもしろく、このような個性的な人とのふれあいはこの番組の

よさだと思った。前園さんの希望で再訪した西日本豪雨の被災地での、思いのこもっ

たことばもすばらしかった。初夏の愛媛の魅力あふれるすばらしい番組だった。 

 

○ 四国の知られざる魅力をＳＮＳで世界に発信するという、番組の趣旨がすばらし

いと思った。しまなみ海道・ゆめしま海道の初夏の絶景を訪ねる前半と、西日本豪雨

の被災地を訪ねる後半で番組の趣が大きく変わっており、４３分という長さでも飽き

ずに見られる工夫がされていてよかった。前園さんのスポーツマンらしいキャラクタ

ーとコメントがほほえましく、絶景スポットや郷土料理などをうまく紹介していた。

前園さんが繰り返し言う「風が気持ちいい」というコメントは、四国の自転車旅の魅

力を表しておりとてもよかった。西日本豪雨で被害にあわれた方々の復興に取り組む

姿には心打たれるものがあり、以前に一度四国を１周している前園さんだからこその

エピソードだった。ただ放送時間は少し長く感じた。名所や観光地を紹介するような

ほかの番組とは異なった特徴がもっとほしいと感じた。ロケ時の天候の都合もあった

と思うが、全体的に画面がやや暗く、爽快感が弱まっていて残念だった。青空の下で

サイクリングをするような映像がもっとほしかった。 

 

○ 番組冒頭の前園さんのうれしそうな表情が印象的で、視聴者はまた前園さんが四

国に来てくれたと好意的に受け止めたのではないか。四国の絶景をＳＮＳで全世界に

発信するという番組趣旨は、四国への外国人観光客の増加に資する可能性があるよい

取り組みだと思った。番組では四国の人がすでに知っているような定番の絶景スポッ

トだけではなく、大三島の生樹の御門や弓削島の木のトンネルなどの地元の人しか知

らないよう絶景も取り上げており、とても興味深かった。岩城島の積善山頂上まで足

を付かずに自転車で登り切った様子は、元サッカー日本代表選手という前園さんの足

腰の強さがよく表れており感嘆した。山頂の 360 度の大パノラマはドローンを用いた
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上空からの映像も効果的で、とてもよかった。下灘駅に向かう途中で寄り道してじゃ

こ天を食べる場面は自由が利く自転車旅ならではで、とてもよかった。西日本豪雨の

被災地への訪問は、災害からの復興を応援するとともに被災地の現状を伝えるという

意味でとてもよい場面だった。みかん農家のことばからは生産者の苦労が伝わってき

た。 

 

（ＮＨＫ側）      

旅で使用している自転車については、長距離を走行するというこ

とも考慮し、一定以上の性能や安全基準を満たすものを選んで使用

している。カメラは、アクションカムを３台使用し、前園さんの自

転車のハンドル、ブレーキの後ろ、後ろを伴走するディレクターの

頭上にそれぞれ設置している。それに加えてＶＲ撮影用の 360 度カ

メラと、テレビカメラを使用している。絶景を取り上げる番組とい

うことで、映像についても工夫するように特に意識している。ＳＮ

Ｓでの発信でどのように海外にアピールするかについては、海外か

らの観光客がキーワード検索できるように英語でもハッシュタグを

つけるなどの取り組みをしている。拡散方法については引き続き検

討したい。 

 

（ＮＨＫ側）      

四国の魅力と絶景を余すことなく伝えるために、迫力ある映像の

撮影を報道グループや技術部と協力して取り組んでいる。 

 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ ７月１２日(金)のさぬきドキっ！「四国に鉄道 必要ですか？」を視聴した。ＪＲ

四国の苦しい経営状況をイメージさせる的確な番組タイトルだと思った。１８線区中

１７線区で赤字になっているという数字で視聴者の関心をひきつけていて、高速道路

の整備により鉄道の利用者が減少したことや、廃線が進むことによって高齢者や観光

客の移動手段に影響が出ることを分かりやすく説明していた。一方で、ボランティア

や高校生による駅の活性化の取り組み事例の取り上げ方は、地元住民に路線の存続を

ゆだねているような印象を与えかねないと感じ、違和感を覚えた。公共交通機関の存

続は地域住民だけでなく、公でも負担しなければならないと思う。「鉄道事業者・行

政・市民それぞれが努力すべき」というゲストの大学准教授のコメントを紹介してい
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たが、もっと国や自治体などの行政側の責任についても取り上げるべきではなかった

かと思う。 

 

○ ８月に放送された戦争に関する「ＮＨＫスペシャル」を視聴した。いずれも戦争を

忘れない、語り継ぐ、風化させないという意味で非常に意義がある番組だった。これ

らの番組に共通しているのは、戦後７４年も経過しているにもかかわらず、機密文書

や公文書などの新たな記録が発見され新しい事実が判明したということで、戦争がい

かに愚かなものであるかを再認識させる、とても大切な機会になっているということ

だ。どのように新たな記録が発見されるのか、その経緯も知りたいと感じた。 

 

○ ８月２６日(月)の「四国おひるのクローバー」を視聴した。ふだんあまり番組で取

り上げることの少ない夜の飲食店「スナック」を、若者の町おこしの視点で紹介して

おり、切り口は非常に斬新で、秀逸であった。愛媛県八幡浜市には人口当たりで全国

平均の２倍となるおよそ５０件のスナックがあるということだが、「スナックは地域

資源」との若者の言葉が印象的だった。メニューに料金を明示して初めての客に来て

もらおうとする工夫や、常連客がスナックの魅力を語り、それを聞いたママが思わず

涙ぐむシーンも紹介されていて、取材が行き届いた企画だった。 

 

○ ９月４日(水)のクローズアップ現代＋「“改名”１００人 私が名前を変えたワケ」

を視聴した。番組が取材した 106 人のうち、５７人が心と体の性が一致しないトラン

スジェンダーであったことは衝撃的で、取材を受けたトランスジェンダーの人々がこ

れまでの人生や改名に至る経緯を明るく率直に語っている様子に驚いた。「改名」とい

う視点からの取材ではあるが、ＮＨＫがトランスジェンダーといったテーマを正面か

ら取り上げていることに好感を持った。今後も公共放送として、こうした難しいテー

マの問題を取り上げていってもらいたい。前番組「ニュースウオッチ９」のエンディ

ングでの桑子真帆アナウンサーによる番組に関連する問いかけに続いて、間髪を入れ

ずに番組が始まる流れは秀逸で、視聴者の関心をつかんで視聴を継続させるのに効果

的で非常によい工夫だと思う。 

 

○ ９月４日(水) の又吉直樹のヘウレーカ！「毒クラゲはなぜヒトを刺すのか？」を視

聴した。クラゲに刺された場合の対処など詳しく知りたかったが、クラゲがもつ若返

りの能力の話や、出演者のクラゲの研究者が歌って踊るベニクラゲ音頭が紹介される

など、内容が本題のクラゲがヒトを刺す理由からどんどんそれていってしまったのは

残念だった。 

 

○ ９月６日(金) のドキュメント７２時間「さらば東京！ 移住相談センター」を視聴
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した。「ドキュメント７２時間」は市井の人々のさまざまな人生模様が見られる、とて

も興味深い番組だと思っている。都会で疲れた人や何かをやりきった人が、田舎やふ

るさとに人とのつながりや自然を求めて移住することがよく分かった。最後に出会っ

た中国人の女性が、世界中を旅して日本が一番気に入ったとして移住先を探している

様子が紹介されていたが、こうした移住もあるのかと感心させられた一方で、かなり

珍しい事例だと感じて、ドキュメンタリーにしては都合がよさすぎるような気がして

少し気になった。 

 

○ ９月８日(日)の目撃！にっぽん「初めて語る“あの日”～大槌町職員と遺族の震災

８年半～」を視聴した。町長を含む２８人の職員が庁舎内で亡くなった当時のことを、

生き残った職員たちが遺族にはじめて語る様子がしっかりと取材されていた。被災者

にとってはまだ東日本大震災が苦しい現実であるので、南海トラフなどの巨大地震に

備える防災のノウハウを随時伝えていくと同時に、こうした被災者の心に寄り添うよ

うな番組を引き続き制作することで、ＮＨＫの存在意義を示してほしい。 

 

○ ９月８日(日)の「サンデースポーツ２０２０」を視聴した。１週間後に迫ったＭＧ

Ｃ（マラソングランドチャンピオンシップ）の中継で副音声の解説を担当する増田明

美さんが出演し、見どころを伝えていたほか、大越健介キャスターが自らコースを走

る体験を紹介していて、ＭＧＣがますます楽しみになる企画だった。 

 

○ 「所さん！大変ですよ」を視聴していて感心するのは、コメンテーターとしての所

ジョージさんの才能だ。視聴者と同じ立場でＶＴＲを見て、彼にしか言えないような

ユニークなコメントで笑いを誘っている。現場で取材することやスタジオで番組の進

行役をすることとは異なった才能を持ち合わせているからこそできるのだと思う。所

さんのような、視聴者と同じ視点でコメントができるタレントは今のテレビ番組に必

要とされているのではないか。 

 

○ 「ＮＨＫニュース・防災アプリ」は、放送から通信という流れだけでなく、通信か

ら放送に視聴者を取り込むという点で、テレビを見ていなかった人がテレビを見るき

っかけにもなると思う。インターネットを中心に情報を得ている若い世代の人たちを

中心に、このアプリを使ってもらえるように取り組むべきだと思う。 

 

○ ＮＨＫ四国のテーマソング「ふるさとの色」は、歌詞もメロディーもよく、四国の

すばらしさを感じさせる歌になっている。歌を使って四国ブロックで随時放送してい

る「ふるさとの色」の番組も、四国各地の映像と歌の世界観が合致していて、見てい

てとても癒やされる。番組では中学生や高校生がオーケストラで演奏している様子や、
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小学生が合唱している様子なども紹介されており、このような取り組みの紹介を通じ

て、四国の人々誰もが親しみを持って口ずさめるような歌になってもらいたい。この

歌を通じて四国の魅力をアピールするために、番組の積極的な放送とともに、空港や

駅など公共の場でも歌・番組を流すなどの積極的な発信を検討してほしい。 

 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０１９年７月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

７月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、８日(月)、東京第一ホテル松山において、

１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴してもらった四国４局の金曜夜７時台の県域番組を含め、

放送番組一般について活発に意見の交換を行った後、８月の番組編成、放送番組モニタ

ー報告および視聴者意向についてそれぞれ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業 取締役会長） 

副委員長  松島 裕彦 （四国旅客鉄道 監査役） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

      菊地 秀明 （愛媛たいき農業協同組合 代表理事組合長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所 代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送 代表取締役社長） 

床桜 英二 （徳島文理大学 総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

中矢 憲吉 （愛媛新聞社 編集局次長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

 

 

（主な発言） 

 

＜ひめＤＯＮ！ 

「豪雨からまもなく１年ＳＰ あのとき生まれた“つながり”」（愛媛） 

（総合 ６月７日(金)放送）について＞ 

 

○ 西日本豪雨からの復興に際して原動力になったさまざまな「つながり」を通じて、

被災地と被災者の１年間とこれからを見つめるという、非常に勇気付けられるよい内

容だった。東日本大震災では「絆」という言葉が注目された。今回の番組はその点に

着目して制作されていたが、愛媛の被災地のみでなく、今後の日本社会のあり方にも

通じることを感じさせる余韻があればもっとよかったと思う。肱川の氾濫で精米機を

失った米店の方が、一度は廃業届を出しながらも、同じ町内の同業者の店の精米機を

無償で借りて再開したことが紹介されていた。両店舗はかつてライバル関係にあった
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ということで、なかなかできることではないと思ってとても感心した。番組では、宇

和島市吉田町玉津の土のう作りの様子が紹介されていたが、なぜこんなに多くの土の

うが必要なのか、実際に農家が利用している現場もあわせて紹介すると説得力が増し

たのではないかと思った。 

 

○ 「つながり」をテーマにいくつもの被災地での話題がテンポよく紹介されていて、

中身の濃い番組だった。子どもたちの給食のパン作りの話題では、被災した大洲市の

パン屋を支援した愛媛県パン協同組合への取材が番組に深みを出していると感じた。

西予市野村町の商店街では、米店や理髪店などにおける同業者どうしの「つながり」

や新聞販売店の再出発を支えた住民との「つながり」など、印象に残るエピソードが

紹介されており、取材力に感心した。一方で、ライバル店どうしがなぜ協力したのか

についてはもう少し知りたいと思った。こうした話題に加えて仮設住宅での孤立の問

題も深掘りできていてよかったが、スタジオの出演者のコメントだけでなく、仮設住

宅の住民へのインタビューがあればよりよかった。出演者の服装と番組セットの背景

が同じ白色で、色が重なって見にくく、気になった。全体的にはあまり堅苦しくなく、

肩の力を抜いて視聴できる質のよい番組だった。 

 

○ 被災された方々がどのように災害に直面し、どのように復興に取り組んできたの

か丁寧に紹介されており、地域との「つながり」が大きな原動力になったことが理解

できた。学校給食のパンを作っているパン屋の話題や、西予市野村町の商店街で米店

や理髪店、新聞販売店が営業を再開したという話題からは、地域にもともとあった「つ

ながり」や新たな「つながり」が、地域の復興の後押しとなっていることがよく理解

できた。地震や水害は自宅や職場、学校を一瞬で破壊し、奪い去り、人々の日常と安

全・安心を根底から覆すため精神的な被害がとても大きい。被災直後に心身と環境の

両面でケアがされないまま孤立していくことが被災者の回復や地域の復興に支障を

きたす場合も多いと思う。一方、番組で紹介されていたさまざまな｢つながり｣は、地

域の関わりをつないで被災者の孤立を防止する大きな役割を果たしており、非常にう

まく機能した好事例だと感じた。今後も地域が復興していく様子を、引き続き紹介し

てほしい。 

 

○ 災害からの復興の力となった被災地のさまざまな｢つながり｣に着目しており、被

災地の現状や人どうしが支え合うことの尊さを感じる、よい内容だった。宇和島市吉

田町にボランティアで訪問した木村拓哉さんに被災地からのメッセージを直接伝え

ていたが、今でも被災地と被災者の心に寄り添っていることが伝わってきた。番組を

きっかけに新たな「つながり」が生まれていて、とてもよい企画だった。ボランティ

ア活動をきっかけに、宮城県仙台市から西予市の被災地に移住してきた女性の紹介が
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あったが、そういった方への行政などのサポートがあるのかが気になった。テレビの

番組表や番組ホームページで掲載されていた番組タイトル「豪雨からまもなく１年Ｓ

Ｐ」の、｢ＳＰ｣という表現が気になった。ＳＰはスペシャルを意味していると思うが、

通常の放送回よりも放送時間が拡大しているということは理解できるものの、今回の

番組テーマを鑑みるとタイトルに付加する必要があったのか、十分な配慮が必要だっ

たのではないかと思った。 

 

○ 南予地方の豪雨災害からの復興に向けたさまざまな取り組みや現状を、よく取材

できていたと思う。地域に根ざすＮＨＫが、総力を挙げて被災地の取材を継続してい

ることがよく理解できた。ディレクターや記者、アナウンサーが取材したことについ

て自分のことばで説明する構成も、説得力があってよかった。首藤奈知子アナウンサ

ーのトークや番組の進め方も巧みで、「ひめＤＯＮ！」でこのテーマを伝える意義が

感じられてよかった。米店の方が、父の代ではライバル関係にあった同業者に対し週

末に精米機を貸して仕事の援助をすることにした決断や、ボランティア活動によって

東日本大震災で傷ついた自分の心が癒やされると言い聞かせ、被災地での活動をきっ

かけに仙台市から西予市に移住した女性の話からは、日本の若者たちに芽生えたすば

らしいボランティア精神の一面を見たような気がして、すがすがしさを感じた。災害

に直面してもなお｢つながり｣を大切にして前に進もうとする人々の姿が伝わり、とて

も心を打たれた。 

 

○ 地域の災害からの復興のさまざまな話題がしっかりと取材されており、難しいテ

ーマながら暗い雰囲気になりすぎずに取り上げていて、全体的によい番組だった。一

方で、ＶＴＲの間にワイプを多用していたことが気になった。給食を作るパン屋に届

いた小学生からの手紙を首藤アナウンサーが読み上げる場面では、ワイプと手紙が重

なって映ってしまっていて残念だった。ワイプにはゲストの２人がかわるがわる映さ

れていたが、２人とも常に映し出されていていることを意識しすぎている印象を受け

た。ワイプが気になってしまい、ＶＴＲの中身に集中できなかった視聴者もいたので

はないか。ＶＴＲのあとにスタジオでゲストからの感想を聞くという構成だったため、

逐次ワイプでゲストの反応を映し出す必要は無かったと思う。 

 

（ＮＨＫ側）      

この番組は、西日本豪雨という地域に甚大な被害をもたらした災

害で何が起きたのかということを将来にわたって記録にすることを

目的に、ディレクターやアナウンサー、記者たちがこの１年間に取

材してきた蓄積をもとに、番組を制作した。これからも取材者・制

作者が被災地での出来事を忘れることの無いように、気を引き締め
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て番組を作っていきたい。西予市野村町で米店がなぜ同業者に協力

したのかについては、先輩にあたる同業者から、米についての知識

や商売について教えてほしいと考え、自身は精米機を貸すことで互

いに助け合っていきたいという思いから実現した｢つながり｣だった。

スタジオの出演者の服装と番組セットの色がかぶってしまった点や、

テレビの番組表や番組ホームページで掲載されていた番組タイトル

の配慮の不足など、指摘については今後の番組制作では注意したい。 

 

＜とさ金「密着！のど自慢 私が舞台の主人公」（高知） 

（総合 ６月７日(金)放送）について＞ 

 

○ 高知県南国市で開催された「ＮＨＫのど自慢」の舞台裏に密着しており、出場者

の様子から高知の地域の特色がよく出ていて興味深く視聴できた。番組では何人かの

方に密着取材していたが、対象者をどのように選定したのか気になった。またどのよ

うな選考基準で出場者２０組を選出するのかも気になった。｢ＮＨＫのど自慢｣では出

場者の歌うわずかな姿しか見られないが、それぞれの出場に至った動機やさまざまな

人生ドラマを紹介することで、多くの視聴者に興味を持って見てもらえたのではない

か。本番直前に出場者どうしが互いの肩をもんで緊張をほぐしている場面は、出場者

が醸し出す一体感がどこから生まれるのかが理解できるよい場面だった。｢ＮＨＫの

ど自慢｣終了後に出場者が感想を語る場面からは、それぞれの番組への思いが伝わっ

てきた。視聴者参加型番組の先駆けである｢ＮＨＫのど自慢｣が、多くの人々から愛さ

れていることが理解できた。歌が人生を豊かにする力を持っていることに改めて気付

かされるよい番組だった。 

 

○ 予選会に出場した 250 組の出場者の様子から、多種多様な個性にあふれた高知県

人らしさが画面を通してよく伝わってきた。番組では本番に出場する２０組のうち、

数組に密着取材をしていたが、短い時間の紹介ながらそれぞれの人生模様がよく取材

されていて、出場者たちの｢ＮＨＫのど自慢｣にかける思いがひしひしと伝わってきた。

出場者たちが放送本番に歌うほんのわずかな時間からも、それぞれが抱える人生や幸

せのかたちのようなものが画面を通して伝わってきた気がした。｢ＮＨＫのど自慢｣に

出場する人々を通して、それぞれの人生や幸せな姿を見せたいという番組の制作意図

が伝わりとてもよかった。同時に｢ＮＨＫのど自慢｣が、単に歌のうまい下手を評価す

る番組ではなく、歌を通じて地域の元気や幸せを全国に向けて発信しているすばらし

い番組だと理解でき、地域密着の番組として視聴者から愛される長寿番組である理由

が分かった。高知の人々の幸せそうな表情が画面から生き生きと表現されていて、と

ても好感が持てた。 
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○ ふだん見られない「ＮＨＫのど自慢」の舞台裏を見ることができて非常に興味深

かった。出場者たちの｢ＮＨＫのど自慢｣にかける思いやそれぞれの人生ドラマが伝わ

ってきた。「ＮＨＫのど自慢」が多くの方々から愛される番組だということが改めて

理解でき、また視聴したいと思わせる内容だった。視聴者に笑いと感動を伝える、と

てもよい内容だった。 

 

（ＮＨＫ側）      

「ＮＨＫのど自慢」は 1946 年に始まったＮＨＫを代表する長寿番

組で、「明るく！楽しく！元気よく」をモットーに、全国各地から毎

週生放送で伝えている。出場者の選考では、地域性や暮らしぶり、

また人柄や歌にまつわる思い出などを重視し、「幅広く、かつバラン

ス良く選出する」を基本方針に選出している。番組では前日の予選

会から取材を開始し、その場で密着する方を探してインタビューを

行った。出場する方の様子や｢ＮＨＫのど自慢｣にかける思いを通し

て、高知で暮らす人々の人生の一コマを描写したいと思って制作し

た。一人一人のさまざまな思いに触れるなかで、取材している私た

ちも、｢ＮＨＫのど自慢｣が多くの視聴者に長く愛されていることが

再確認できた。多くの人々の思いが詰まった｢ＮＨＫのど自慢｣を、

これからも丁寧に発信していきたい。 

 

＜あわとく「情報拡散っ！シェアしてとくしま 徳島のファッション」（徳島） 

（総合 ６月７日(金)放送）について＞ 

 

○ よい衣服を長く大切に着る「スローファッション」の、徳島県内の具体的な事例

を取り上げて分かりやすく紹介していてよかった。上勝町でのゼロ・ウェイスト運動

と連携した、古着を用いて新しい洋服にリメイクするのはよい取り組みだと思った。

一方、冒頭の総務省の調査で、徳島は「衣服・靴の購入額が全国１位」と紹介してい

たが、スローファッションを紹介する番組の趣旨と合わないように感じた。またその

理由についての専門家のコメントは説得力が無く、あまり適切ではないように感じた。

スローファッションや古着のリユースについての全国や世界の潮流についての解説

がほしかった。データや図解で説明し、そのうえで徳島の事例を紹介すれば、視聴者

はもっと納得して見られたのではないか。出演していたアナウンサー２人の衣装から

ファッション性が感じられず気になった。地元のデザイナーやスタイリストと協力し、

衣装から徳島のファッションに興味を持ってもらうような工夫をしてほしかった。 
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○ 徳島の魅力をインフルエンサーにＳＮＳで発信してもらうという構成は、テレビ

をあまり見ない若者に興味を持ってもらうきっかけとなる可能性があると思う。ただ

現在の番組構成ではＳＮＳとの連動がうまくいっていない印象を受けた。視聴者に響

かなかったのではないか。徳島県向けの番組ということを考えて、もっと地元の視聴

者に向けたＳＮＳの活用方法を検討してほしい。ＳＮＳで発信した後の反響も知りた

かった。スタジオに地元出身者が誰もおらず、徳島の魅力を伝えるアナウンサーやデ

ィレクターのことばに説得力が欠けていた。アナウンサーが着る衣装のセンスが悪く

残念だった。上勝町の古着を用いた洋服のリメイクは興味深い取り組みだが、個人の

取り組みといった印象で、徳島の一般的な事例として取り上げるとしてはあまり適し

ていないように感じた。ＳＮＳを使った地域振興は地方こそ有益だと思う。今の番組

構成ではそれに資するものとなっていないので、今後の番組展開に期待したい。 

 

（ＮＨＫ側）      

｢シェアしてとくしま｣は、ＳＮＳというツールを用いてあまりテ

レビを見ない若者世代に関心を持ってもらいたい、また徳島の魅力

を全世界に発信したいという思いのもと番組を制作している。徳島

は魅力あふれる県だが、残念ながら都道府県別の魅力度ランキング

では下位に位置している。地域に根ざすメディアとして、徳島の魅

力を広く発信しなければならないと思っている。魅力を発信するう

えで、放送を補完する役割としてＳＮＳを活用したインフルエンサ

ーの情報発信に取り組んでいる。一方で、番組のねらいが視聴者に

十分に届いていない部分があるかもしれないので、頂いた意見を参

考に今後の構成を精査したい。番組の意図が視聴者やＳＮＳの利用

者に伝わり、徳島の魅力が伝わるようなものにしていきたい。 

 

（ＮＨＫ側）      

徳島の魅力を広く発信するという意図のもと、徳島県向けの番組

だが、県外にも発信できるＳＮＳに注目し、インフルエンサーを起

用した情報発信という構成を考えた。ＳＮＳでの情報発信をきっか

けに、徳島に全国的な注目が集まってほしいと考え番組を制作して

いる。｢シェアしてとくしま｣は３月に初回放送し、今回が５回目の

放送。これまで放送では、冒頭でテーマに関する統計データを紹介

し、それを導入に内容を深掘りしている。今回の冒頭の統計データ

が番組全体の趣旨と合っていないのではないかという意見について

は、過去の放送の構成にならいすぎた感があり、今後は注意したい。

衣装についての工夫も不十分だったと思うので、今後については十
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分に検討したい。今後の番組でのＳＮＳの生かし方については、な

ぜＳＮＳを利用するのかを明確にし、適切なプラットホームを見極

めた活用方法を検討したい。番組ホームページ上でゲストが番組の

感想を語る動画を公開しているが、より効果的な活用を進め、今後

はＳＮＳと連動した展開を検討したい。昨年度の｢あわとく｣は決ま

った番組フォーマットが無かったが、ある程度決まった構成があっ

たほうが視聴者にとって見やすいのではないかと考えて今回のよう

な枠組みを考えた。一方で、型にはまらないドキュメンタリー番組

なども制作していきたいと考えている。 

 

＜さぬきドキっ！「島をまるごと楽しむ！瀬戸内国際芸術祭２０１９」（香川） 

   （総合 ６月７日(金)放送）について＞ 

 

○ 女木島、豊島、大島の３つの島の、それぞれ異なったアプローチのアート作品を

取り上げて瀬戸内国際芸術祭の魅力を紹介していた。番組の節々で子どもが展示作品

に触れて楽しむ描写があり、ファミリーなどの幅広い層への配慮がされておりよかっ

た。しかし、イベントの魅力を紹介するのであれば、３つに分かれている会期やチケ

ットの値段、会場となる瀬戸内の島々の立地や移動手段、開催に至った過去の歴史な

ど、イベントの基本的な概要も知りたいと感じた。大島青松園で映画制作がされてい

るということは知らなかったので興味深かったが、もう少し映画の内容について紹介

してほしかった。豊島の食材を使ったお弁当を作っている方々を「島のお母さんたち」

と紹介していたが、一定の年齢を超えた女性のことを「お母さん」と表現するのは、

ことばの用法として適切ではないと感じた。 

 

○ 番組内のナレーションが丁寧で分かりやすく、アートに造詣が深くない人でも見

やすい工夫がされていてよかった。一方でそれぞれの島のアートの物語に一連のつな

がりが感じられず、番組に抑揚がなく単調な印象を受けた。 

 

○ 瀬戸内国際芸術祭の魅力を、３つの異なる島のアートの例から紹介しており、２

５分間で分かりやすくまとめられていていた。取り上げられていたアートはどれも興

味深い物ばかりで、視聴者に現地に見に行きたいと思わせる内容になっていた。登場

する方々の人間味ある姿がよく描写されていてよかった。島ごとに背景音やナレーシ

ョンが変わり、飽きのこない構成が工夫されていたと思う。一方で、なぜＮＨＫが瀬

戸内国際芸術祭を取り上げたのか意図があまり伝わってこなかった。女木島の高齢化

や豊島の自然や乳児院、大島のハンセン病療養所といった奥行きのある話題も十分掘

り下げられておらず、単なる観光地案内のような印象を受けた。瀬戸内国際芸術祭は
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多数の島々で開催されるなかで、なぜこの３つの島を取り上げたのかが分からなかっ

た。一つの島を取り上げている時間も短く、番組タイトルの「島をまるごと楽しむ！」

は、あまり内容と一致していないように感じた。瀬戸内国際芸術祭の開催概要や全体

像についての説明もほしかった。 

 

（ＮＨＫ側）      

今回の番組は、夕方６時台のニュース情報番組「ゆう６かがわ」

のなかで取り上げた３つの企画を一つにまとめて番組にした。県内

のみなさんにも関心を持ってもらい、現地へ足を運んでもらうよう、

番組を制作した。 

 

（ＮＨＫ側）      

香川の人にもっと瀬戸内国際芸術祭に興味を持ってもらい、足を

運んでもらうことで地域を活性化したいという意図で番組を制作し

た。現代アートは難しくて理解しにくいという意見が多いので、３

つの島のアート作品に絞り込み、作品の裏にある歴史をじっくり紹

介することにした。瀬戸内国際芸術祭は今回で４回目の開催で、香

川県ではある程度の知名度があると思っている。また今回は香川県

向けの放送ということもあり、イベントの概要を紹介するプロモー

ション番組ではなく、２５分間でアート作品の背景にある物語をし

っかりと語ることに傾注した。瀬戸内国際芸術祭の基礎知識がどの

程度県民に浸透しているかにも気を配りつつ、頂いた意見を参考に

今後の制作に生かしたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ ６月２３日(日)の目撃！にっぽん「“議会存続”に揺れた村～高知・大川村 住民た

ちの２年間～」を視聴した。「四国らしんばん」でも取り上げた高知県大川村の８年

ぶりの村議会選挙の内容を全国に向けて発信しており、公共放送らしい、よい取り組

みだと思った。新人議員の経歴の紹介や他の村議についても取り上げられており、内

容がより深掘りされていてよかった。同じテーマを取り上げてもどこに視点を置くか

で全く違った取り上げ方ができると思う。そういった点も踏まえて、幅広い視点から

番組を展開してほしい。 

 

○ ６月２４日(月)のノーナレ「画面の向こうから―」(総合 後 10:50～11:20)を視聴
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した。ある外国人技能実習生の過酷な労働の実態に迫るドキュメンタリー番組で、実

習生を雇用する問題企業が愛媛県の今治市にあるということで、関心を持って視聴し

た。番組では国内だけでなく、実習生の故郷であるベトナムでも取材しており、実に

重厚な出来栄えだった。ただ、番組で取り上げられていた事象が事実であれば明らか

に違法であり、その点を踏まえるとドキュメンタリー番組よりは、報道番組として客

観的事実の形で扱ったほうがよかったのではないか。また、問題となった工場につい

て、放送後にインターネット上で流れた間違った情報によって場所が特定され、工場

を賃貸していた企業が風評被害に苦しんでいると報道されている。事実と異なる形で

視聴者に受け取られてしまうと、今治タオルという地域のブランドと産業に悪影響を

及ぼしかねないと懸念している。地元の放送局としていま一度、問題を整理して、改

めてこのテーマを取り上げてほしいと期待している。 

 

○ ６月２５日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「腰痛治療、いまだ進化せり～

腰痛専門医・西良浩一～」を視聴した。内視鏡の名医で脊髄外科医である西良さんの

仕事の極意に迫っており、隙のない流れでとてもよかった。地元の四国を中心に活躍

しているということで、とても親近感を持って見られた。腰痛のメカニズムをレント

ゲン写真に加えて映像やＣＧなどを組み合わせて説明しており、視覚的に分かりやす

い工夫がされておりよかった。一度上京して大学病院に勤めた西良さんが、なぜ４年

で徳島に戻ったのか気になった。番組を通して、「歩みを止めないで進化をさせる」

というメッセージは視聴者に伝わったと思う。取材者と西良さんとの信頼関係が見え

てきた。健康の話題は視聴者の関心が高いと思うので、引き続き発信してほしい。 

 

○ ６月２９日(土)のＮＨＫスペシャル 東京ミラクル 第２回「巨大鉄道網 秒刻み

の闘い」を視聴した。世界で最も複雑で正確と言われる東京の鉄道網を支える、鉄道

マンたちのこだわりや努力をかいま見ることができた。首都圏の安全で正確な鉄道運

行の心臓部であるＪＲ東日本の東京総合司令室の様子は、テレビ初取材ということで

非常に関心を持って視聴した。朝のラッシュ時間帯に人身事故が発生してダイヤが乱

れる事案が起きるが、そのなかで、指令員が一つ一つの状況を把握し、さまざまな判

断を下してダイヤを適正化していく様子が映し出されており、とても感嘆した。すぐ

れた技術やサービスの裏側には、その実現を支える多くの人の苦闘があるということ

を改めて考えさせられる、とてもよい内容だった。 

 

○ ６月２７日（木）の偉人たちの健康診断「あなたもダマされる 松山城はお化け屋

敷！？」の英語版の放送を海外で視聴した。地元四国の名所が世界に発信されており、

誇らしい気持ちとなった。これからも世界に向けて地域を取り上げた番組を発信して

ほしい。 
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○ ６月２９日(土)のＥＴＶ特集「みかんの花が咲く谷で 豪雨から１年・農家たちの

自叙伝」を視聴した。奥白井谷のみかん農家の豪雨からの１年間の様子が時系列で紹

介されており、一連の流れが分かりやすく理解できてよかった。豪雨直後の被災者の

気落ちした表情がとても印象的で、災害がいかに地域に大きな被害をもたらしたか、

視聴者は印象に残ったと思う。被災者の１年間の復興の様子とあわせて奥白井谷のみ

かん栽培の歴史や今後の復興計画を織り交ぜて紹介しており、視聴者が飽きずに見ら

れる工夫がされていてよかった。被災した農家が、復興に向けた再編復旧の間にみか

んの収穫ができず、収入が減ってしまうことに悩んでいる場面は、復興と生活のはざ

まで揺れる苦悩が描写されており、視聴者の印象に残る場面だった。被災された方々

がどのような決断をされるのか、今後の動向を知りたい。またこの１年、復興に向け

て懸命に取り組んで来られた被災者の方へのさまざまなケアが必要だと感じた。復興

に取り組む様子を引き続き取材して全国に発信してほしい。 

 

○ ６月３０日(日) のＢＳ１スペシャル「光さす海へ～世界初！全盲ヨットマンの太平

洋横断～」を視聴した。全体的にナレーションが仰々しく、感動をあおりすぎている

印象を受けて少し残念だった。もっと柔らかい印象のナレーションのほうがよかった

のではないか。全盲ヨットマンの岩本光弘さんが語るコメントは強く印象に残った。

ナレーションに頼るのではなく、もっと岩本さんの語る場面で番組を構成してほしか

った。岩本さんを資金的に支援し、クルーとして一緒に無寄港太平洋横断に参加した

実業家のダグラス・スミスさんが、どのような人なのかが気になった。挑戦を達成し

たあとのスミスさんのコメントがすばらしく、非常に感動した。岩本さんの挑戦を支

える、家族や支援者とのエピソードがもっと見たかった。また違った視点でも番組を

制作してほしい。 

 

○ ７月６日（土）のニュース「西日本豪雨から 1 年」(総合 前 7:30～8:00  四国ﾌﾞﾛｯ

ｸ)を視聴した。災害に直面した方による避難の体験証言は非常に印象に残った。災害

時はわずかな油断や判断の誤りが生命の分かれ目になるということを、視聴者は実感

を持って理解できたのではないか。ＮＨＫによる調査で、大雨特別警報について十分

に認知・理解されていないことが明らかになったということには驚いた。公共放送の

役割として、警報の意味や役割の周知と理解に取り組んでほしい。四国では豪雨だけ

でなく、南海トラフ巨大地震のリスクに直面している。過去の災害の記憶を伝えて風

化を防ぐことで、将来の災害の防災・減災につなげてほしい。引き続きの取材・発信

に期待している。 

 

○ ７月７日(日) の熱戦凝縮！「日本陸上選手権」(ＢＳ１ 後 10:00～10:49)を視聴し
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た。６月最終週に４日間にわたって熱戦が繰り広げられた「第 103 回日本陸上競技選

手権大会」の模様をコンパクトにまとめていてよかった。序盤に男子 100 メートルの

予選で視聴者の関心を引きつけ、ほかの種目のダイジェストを見せつつ、番組の最後

に男子 100 メートルと 200 メートルの決勝に終わる構成は秀逸だった。サニブラウン

選手と桐生祥秀選手の男子 100 メートルの９秒台対決や、伸び盛りの小池祐貴選手な

ど、今見たい選手たちがよく押さえられており、東京オリンピック・パラリンピック

への期待が高まる内容だった。女子 400 メートル決勝で 1000 分の 1 秒の差で優勝者と

２着が分かれたという出来事も視聴者の関心をさらったと思う。陸上選手権では異例

の１万 3,000 人の観客動員があったことが映し出され、東京オリンピック・パラリン

ピックを前に、陸上種目への注目が集まっていることが分かった。一方で、長距離種

目についてあまり取り上げられておらず少し残念だった。 

 

○ かつてＮＨＫで放送されていた「プロジェクトＸ～挑戦者たち～」は、いまだに根

強い人気があるよう感じる。中島みゆきさんの歌う主題歌もよかったと思う。ものづ

くりなど、日本が東京オリンピック・パラリンピックを前に世界から注目される今だ

からこそ、新たな切り口で復活させることができるのではないか。 

 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０１９年６月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

６月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１７日(月)、東京第一ホテル松山において、

１１人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴してもらった四国らしんばん「日本一小さな村の“大選挙” 

高知 大川村の７００日」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った後、

７月の番組編成、放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ説明があり、

会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業代表取締役会長） 

副委員長  松島 裕彦 （四国旅客鉄道監査役） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

      菊地 秀明 （愛媛たいき農業協同組合 代表理事組合長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送代表取締役社長） 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

中矢 憲吉 （愛媛新聞社 編集局次長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター 准教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜四国らしんばん 

「日本一小さな村の“大選挙” 高知 大川村の７００日」 

（総合 ５月２４日(金)放送）について＞ 

 

○ 和田知士村長による町村総会開催の検討の指示によって、全国的に注目されるこ

ととなった大川村の議会存続問題について、大川村の８年ぶりの村議会議員選挙を迎

えるまでのう余曲折と、和田将之さんという若者が議員に立候補、当選するまでを追

っており、非常に関心を持って見ることができた。鉱山の閉鎖やダムの建設により過

疎・高齢化が進んだことで、議員のなり手が不足して議会が存続の危機に直面したと
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いうことがよく理解できた。将之さんが家族に負担をかけるのではないかということ

を気にしながら、村のこれからを思い、議員に立候補する決意を固めていく姿には心

打たれた。一方で、すべての内容を十分に掘り下げて伝えるには２５分では時間が足

りないと感じた。将之さんの立候補によって大川村がどのように変わったのかも見た

かった。過疎・高齢化は四国の多くの地域が直面している問題で、関心は高いと思う。

今後もしっかりと取り上げてほしい。 

 

○ 全体的によくできており、十分に取材がされていると感じた。過疎地域の若者が

議員に立候補しないのは、議員報酬が低くて生活できないという背景があると思う。

それにも関わらず将之さんが村のこれからを案じ、議員への立候補を決意する姿には

非常に感銘を受けた。将之さんがなぜ大川村に移住したのか、ふだんどのような仕事

をしているかなどの説明が不十分だと感じた。将之さんの人となりの紹介があれば、

視聴者はもっと感情移入して見ることができたのではないか。早明浦ダム建設時など

の過去の映像があったことで、大川村がなぜ今の姿になったのかがよく理解できた。

また将之さんが住民の方とコミュニケーションを取る様子から、大川村の今の姿が見

えてよかった。谷地健吾アナウンサーのナレーションは安定感があり、番組の雰囲気

に合致していた。２５分という短い時間ではあったが、非常に見応えのある考えさせ

られる内容だった。引き続き取材をして発信してほしい。 

 

○ 大川村の議会存続問題を切り口に、「地方自治とは、議会とは、民主主義とは何か」

を視聴者に問う、よい内容だった。一方で、取り上げた問題の大きさや 700 日という

取材期間を考えると、２５分という長さでは十分に伝えられなかったように感じて残

念だった。簡単でよいので、大川村の産業面や歴史などについての説明がほしいと感

じた。過去の周囲の自治体との合併の議論において、住民投票で周囲の自治体の賛成

が足りず合併に至らなかった経緯を短く入れてもよかったのではないか。一連の動き

に対する総務省の見解も知りたいと思った。また将之さんがどのような経緯で大川村

に移住したのかの説明がなかったが、将之さんの大川村への思いの背景を知るうえで

も知りたいと思った。簡単でよいので、選挙結果についての分析もしてほしかった。

非常に大切なテーマなので、これからも取材を続けてほしい。 

 

○ 議員のなり手不足はどの過疎地域も抱える問題で、地方自治や過疎化などさまざ

まな問題の議論につながる、「四国らしんばん」にふさわしいテーマだった。番組序

盤で、早明浦ダム建設により村の中心が水没した過去に触れられており、四国の視聴

者にひと事ではないと思わせる工夫がされていてよかった。タイトルや２５分という

放送時間を考えると、もっと和田村長中心に番組を進めてよかったのではないか。和

田村長の町村総会の提案や議員の兼業を一部認める条例の可決に奔走する姿からは
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強い意思が伝わった。そこには村の自治をどう維持するかという本質的な問題があり、

和田村長の考えや思いをもっと知りたかった。将之さんの取り上げ方は、地域の若者

に過度な期待や責任を押しつけるような印象で気になった。若手議員の話にするので

あれば、もう一人の若手新人議員も扱うべきだったと思う。さまざまな課題を抱える

テーマなので、別の視点に注目すれば全く違った趣旨の番組が制作できると思う。今

後の展開に期待したい。 

 

○ 大川村が鉱山の閉鎖やダム建設による集落の水没などによって人口が流出し、現

在の議会存続危機に直面していることが理解できた。一方で平成の大合併の際に大川

村でどのような議論が行われたのかなど、大川村が現在の姿に至るまでの背景の説明

が不十分だと感じた。地方自治のあり方という観点で、人口およそ 400 人で基礎自治

体が維持できるのかという根本的な問題にも焦点を当ててほしかった。また将之さん

がどのような理由で大川村に移住してきたのかなどの説明が不十分だと感じた。村で

は議員に立候補しやすい環境を整備するため、兼業できる団体を明確化する条例を制

定したということであったが、その効果があったのかも知りたかった。地方議会の議

員のなり手不足は全国的な問題だと思うので、ほかの地域の取り組み事例や国の考え

方も知りたいと感じた。２５分という時間ではすべてを伝えることはできないと思う

ので、今後も取材を続けてまた別の視点からも報道してほしい。 

 

○ 早明浦ダムの建設が、四国４県に水の恩恵をもたらした反面、大川村には過疎・

高齢化という深刻な問題を生じさせたことが理解できた。将之さんが村の存続の危機

に真剣に向き合い、さまざまな取り組みを実行している様子が生き生きと描かれてい

た。一方で議員になることで家族に迷惑をかけるのではないかと悩む姿も印象的だっ

た。「大川村は今後の地域づくりを通じて、自分たちの答えを出していかなければな

らない。主役は私を含めた村民一人一人です。」という将之さんのことばは、視聴者

に向けたメッセージとして適切でよかった。番組最後の将之さんの議員当選後の議会

での真剣の様子と、「前を向いて、上を向いていきたい」と語る場面からは今後にか

ける意気込みが伝わり、好感を持った。タイトルは内容を表しておりよかったと思う。

いつから取材を始めたのかの説明がなかったのが気になった。大川村のその後につい

て知りたい。今後も引き続き取材を進めて発信してほしい。 

 

（ＮＨＫ側）      

全国の過疎・高齢化地域が直面している地方議会存続問題を取り

上げた。大川村を例に、和田村長の町村総会の提案というかたちで

巻き起こした議論に対して、住民一人一人がどう考え、どう行動し

たのかを伝えたかった。将之さんの経歴の紹介や、大川村の歴史や
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産業、合併議論の経緯などの情報が不十分だという指摘については、

今後の制作の参考にしたい。将之さんに密着したのは、2018 年９月

に和田村長が開いた町村総会について考える討論会で、積極的に発

言していたことに取材者が興味を持ったため。町村総会については、

総務省が研究会を立ち上げて議論したが、開催は困難と結論づけて

いる。その点についての説明が不十分だったかもしれない。 

 

○ 大川村が過疎・高齢化により議会の存続が困難となって、和田村長が町村総会を

提案したという事実に、視聴者はとても驚いたのではないか。村長の問題提起をきっ

かけに、村民が真剣に考えたことで将之さんなどの新人が立候補して、議会が存続で

きたと思う。村長の「村を存続していく」という強い決意が感じられた。将之さんの

携わったさくら祭りや大川バルの取り組みの様子は、自分の人生を変えてくれた村へ

の熱い思いが感じられる、いい描写だった。過去に合併を目指しながら周囲の自治体

の反対により合意に至らなかったことや、大川村の議員報酬が高知県内で最低レベル

である点、町村総会開催に向けた検討が中止された点などに言及されていなかったが、

いずれも現在の大川村を理解するうえで重要な事項であり、取り上げられなかったの

は残念だった。タイトルに「700 日」「大選挙」という言葉が使われているが、２年間

の時間の経過があまり感じられず、大選挙という感じがしなかった。次の村議選まで

にどう大川村が変わっていくのか、今後も取材してほしい。 

 

○ 大川村の議会存続というテーマであれば和田村長を中心に番組を展開することも

できたなかで、なぜ将之さんに密着したのか。将之さんの生い立ちや価値観につなが

る具体的な情報がなかったため、将之さんを軸に据えた理由や意義が視聴者に伝わら

なかったのではないか。将之さんの大川村への思いを寄せた発言や行動がすばらしか

っただけに、視聴者がひと事ではないと思わせるための構成上の工夫をしてほしかっ

た。およそ 400 人という、大川村の人口の少なさを視覚的に伝える工夫も足りないと

感じた。人口の推移や集落の変遷、平地面積の少なさなどの具体的なデータで紹介す

れば、視聴者が実感できたのではないか。ダムの建設という国策が大川村の未来を大

きく動かした事実を伝えたのはよかった。一方で根本的な過疎地域の課題解決の提案

はなく、残念だった。タイトルのセンスは月並みで、おもしろみにかけるように感じ

た。多少いびつでもよいので、もっと視聴者の心に刺さる表現がほしい。 

 

○ 町村総会開催を断念してから動向が伝えられることが少なくなった大川村の、今

を知ることができる貴重な番組だった。大川村の厳しい現状や将来への不安を、将之

さんの行動や葛藤を通して見ることでよく理解できた。特定の人物の選挙活動や政治

活動を取り扱っている番組の性質上、放送のタイミングは適切だと感じた。議員のな
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り手不足の背景には、「議員は必要なのか」という住民の根本的な疑問があると思う。

そのことにも触れてほしかった。大川村の厳しい財政状況に触れていたが、村に国か

ら交付される地方交付税の額は、住民１人あたりで見ればほかの自治体と比べても少

なくない。議員の職責として予算の使い方をしっかりと検討すれば、地域のためにで

きることは少なくないと思う。その点にも触れてほしかった。村議会存続問題の本質

には、住民の村の自治への関心の低さがあり、その点を掘り下げるべきだった。地域

の存続には、住民一人一人が意識を変えて自治に参加する必要があるということを、

今後も発信していってほしい。 

 

○ 大川村の村議選に向けた 700 日間の様子がよく取材されておりよかった。大川村

が早明浦ダムの建設に反対する意思表明として、水没予定地に村役場を建設したこと

は初めて知って驚いた。四国の水がめとなったダムの建設により、大川村に大きな犠

牲を払わせたということが伝わるよい描写で、視聴者は考えさせられたと思う。ただ

700 日間に大川村であったさまざまな動きを伝えるには、２５分では短かったと思う。

将之さんがなぜ大川村に熱い思いを寄せるのかを知るために、経歴をもっと紹介して

ほしかった。和田村長の町村総会の提案に対しての国や県の受け止めも知りたかった。

将之さんを物語の中心に据えたことで、村存続の危機に若者が立ち上がるという美談

にまとまっていた。一方で、町村総会の提案から断念、議員に立候補しやすくするた

めの環境整備など、８年ぶりの村議選の裏には、和田村長のさまざまな検討や苦悩が

あったと思う。その描写があまりなく、残念だった。今後はそういった部分も取り上

げてほしいと思った。 

 

○ 和田村長が議会存続の危機を村民に訴えてからの 700 日の出来事が時系列で紹介

されており、全体像が理解しやすくてよかった。和田村長の町村総会の提案という問

題提起によってマスコミが注目し、そのことが村民一人一人の自治に対する意識を変

え、結果的に議会の存続につながったと思う。和田村長は村に対する強い思いを持っ

た優秀なリーダーだと感じた。さまざまな取り組みを行ったうえで、最終的な村民の

関心は高かったのかを知るために、今回の選挙の投票率が知りたかった。番組冒頭で

紹介された大川村の所在の地図はあまりに大ざっぱで、どこにあるのか視聴者に伝わ

らないと感じた。将之さんが立候補するまでの気持ちの変化は、よく捉えていたと思

う。一緒に当選した若手の新人議員が立候補した経緯や理由も知りたかった。今回の

大川村の村議会存続に向けたさまざまな取り組みが、同様の問題を抱えた全国の過疎

地域の自治体の参考になると思うので、発信してほしい。 

 

（ＮＨＫ側）      

行政側でなく将之さんの視線で番組を展開することで、私たち一
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人一人が、自分の住んでいる町の自治にどう参加できるのか真剣に

考えるきっかけになればと考えた。大川村は人口わずか 400 人の小

さな村だが、移住者である将之さんの村への強い思いが村民に伝わ

り、一人一人が問題に真剣に向き合ったことで危機を乗り越えたの

だと思う。このことが私たちに訴えかけていることは大きいと思い、

取り上げた。議員報酬の低さは新人議員にとっては大きな障壁であ

る一方で、現職議員は年金受給者が多く、収入の足しになっており、

直接的な議員のなり手不足の要因とは一概にはいえないのではない

かと感じた。今回の選挙の投票率は９割近くで、村の有権者の関心

は非常に高かった。議員そのものが必要なのかどうなのかという根

本的な問題も含めて、将之さんの今後の議員としての取り組みを追

い、伝えていきたい。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ 連続テレビ小説「なつぞら」を視聴している。北海道編では、昔の酪農の様子をき

ちんと伝えておりすばらしかった。また、農協運動の原点などもしっかり触れていて

よかった。引き続き期待している。 

 

○ ５月１１日(土)の「恋話カフェ 男と女」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 10:00～10:59)を視聴し

た。ありふれたテーマだが、構成や編集がすぐれており、内容の濃い番組だった。令

和時代の恋愛感や恋愛知識をアップデートというキャッチコピーもキレがある。「恋

愛問題」は誰もが直面する、身近かつ結論が出ない永遠のテーマでもある。そこにあ

えて切り込もうという志の高い番組だと感じた。スタジオ中心の構成だが、多彩な登

場人物がすばらしかった。個性的なタレントに加え、弁護士などの専門家も数人出演

していた。それぞれが興味深いデータや専門知識、自説などを披露していた。出演者

それぞれにしっかりと発言機会を設け、個性的で光るコメントを引き出していたと思

う。出演者の選定も含め、番組制作者のレベルの高さを感じた。興味深い統計データ

も続々と登場し、勉強になった。次回も楽しみにしたい。 

 

○ ５月２４日(金)の前園真聖 しこく絶景たび「春の高知編」(総合 後 7:57～8:40 四

国ﾌﾞﾛｯｸ)を視聴した。去年放送していた遍路旅のシリーズと比較しても楽しめる番組

になっていたと思う。元サッカー日本代表の前園さんが地域の人たちと触れ合い、自

ら撮影した写真をインターネットで展開する取り組みはユニークでよい。番組を見て

終わりではなく、ホームページには訪れたすべての場所の絶景が公開されている。さ

らに、検索機能があることにも好感を持った。また、写真や動画には撮影日時が記載
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されているのは重要な視点だ。四国の絶景を追体験できるとてもいい番組だった。 

 

○ ６月２日(日)のＮＨＫスペシャル「彼女は安楽死を選んだ」を見た。重いテーマを

扱っており、考えさせられる番組だった。難病を患っていた日本人女性が、スイスで

安楽死を行ったという内容。特に驚いたのは、自ら点滴のスタートを押し、数分後に

亡くなるまでが画面に映っていたこと。視聴者の間でもさまざま議論がなされている

が、思い切った取り組みで、しっかり問題提起をした画期的な番組だったと思う。日

本社会は見たくないことから目を背けがちで、そういったテーマをあまり議論しない

風潮があると感じている。安楽死という重いテーマもこれまであまり議論されずにい

たが、この番組は真正面から向き合っており、社会に一石を投じた貴重な番組だった

と評価している。森田美由紀アナウンサーの語りもすばらしかった。 

 

○ ６月２日(日)に再放送された事件の涙「そして、研究棟の一室で～九州大学 ある

研究者の死～」(総合 3:50～4:15)を視聴した。テーマの選定も含め、この番組を作っ

てくれたことに敬意を表したい。４６歳の元大学院生が経済的な困窮と孤独の中、研

究室で自殺をしたと見られている事件。大学院に進んだものの就職先が無く、厳しい

生活をしている人は数多くいる。そういったことを多くの人が知る機会は今まであま

りなかったが、この番組では分かりやすく取り上げられていた。内容もよく、一般の

出演者の顔や名前が隠されていなかったことは驚きですばらしかった。関係者の話か

らは、亡くなった元大学院生の人柄がよく伝わってきた。しっかりした取材と高度な

構成力を感じる番組だった。「事件の涙」は、総じて着眼点がいい番組だと思っている。

事件の当事者たちの協力を得ながら番組を成立させていることにも驚かされている。

引き続き期待している。 

 

○ ６月９日（日）放送の大河ドラマ「いだてん～東京オリムピック噺（ばなし）～」

の視聴率が、大河ドラマがスタートして以来最低を記録したことが話題になっていた。

ＮＨＫは公共放送のため、視聴率に関わらず放送しなければいけない内容もある。一

方で、ドラマはエンターテインメントのため、視聴率が低いことは好ましくないと考

えている。大河ドラマはＮＨＫの看板番組であるため、引き続き頑張ってほしいし、

家族で楽しめる内容のドラマを期待している。 

 

○ 大河ドラマ「いだてん～東京オリムピック噺（ばなし）～」を視聴している。豪華

な出演陣だが、視聴率は振るわないと聞いている。目新しい作りで工夫は感じられる

が、分かりやすさに欠けていると感じている。ＰＲも含めててこ入れをして、後半は

巻き返してほしい。 
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○ ６月１０日(月)の逆転人生「革命すし！かつては閑古鳥」を視聴した。明治から続

く老舗だが、かつては閑古鳥が鳴き赤字続きだったすし店の夫婦が紹介されていた。

夫婦の絆によってそうした苦境から大逆転をしたという。主人公の考え方やそれを取

り巻く人間模様、そしてアップダウンがある人生に引き込まれた。テンポもよく、飽

きずに最後まで楽しめる番組だった。 

 

○ ＢＳ１で放送されている「ＦＩＦＡ 女子ワールドカップ ２０１９」を見ている。

解説者にインパクトのある人を起用してはどうか。今後は、そういった点にも力を入

れてほしい。 

 

○ シリーズで放送されている「豪雨１年ふるさとの声」を視聴している。地元の放送

局ならではの細やかな内容で、視聴者の気持ちを温かくしてくれると同時に、関係者

を元気づけていると感じている。当時の被災状況が分かる写真を使用することで、復

興の様子が伝わる工夫がされている点もすばらしい。スケッチブックに復興への思い

を記してもらうスタイルも、シンプルながらぐっとくるものがある。短時間の放送だ

が、被災地に届けている元気は計り知れないと感じている。今後も継続的に放送して

ほしい。 

 

○ ６月１３日(木)のネーミングバラエティー 日本人のおなまえっ！【必殺技のおな

まえ】を視聴した。日本とは違い、海外ではアニメや映画のヒーローの必殺技にネー

ミングがないことなど、驚きや納得感がある内容で引き込まれた。懐かしい映像も数

多く使われており、楽しくおもしろい番組だった。継続して視聴したいと思わせる工

夫も随所に感じられた。日本人が必殺技を好む理由に、歴史的な背景が関係している

という解説はとても興味深かった。飽きない番組で、思わず最後まで見てしまった。 

 

○ ６月１５日(土)のろうを生きる 難聴を生きる「２０２０へ！湯上剛輝 世界に挑

む～円盤投げ 日本最強の王者～後編」を視聴した。円盤投げの日本記録保持者であ

る湯上剛輝選手を取り上げた番組。今回は後編のみ視聴したが、湯上選手の略歴が簡

単に紹介されていれば後編だけ見ても内容が理解しやすいと感じた。湯上選手の苦悩

や地道な努力が紹介されていた。湯上選手が発していたことばはとても印象的で、競

技に対する真摯（しんし）で前向きな姿には感銘を受けた。今後もニュースなどで取

り上げてほしい。 

 

 

ＮＨＫ松山拠点放送局   

番組審議会事務局 
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２０１９年５月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

５月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、２０日(月)、東京第一ホテル松山において、

１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず「２０１８年度四国地方向け放送番組の種別ごとの放送時間」につい

て報告があった。次に、事前に視聴してもらった軽四キャンピングカーがゆく「高知県

大月町」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った後、６月の番組編成、

放送番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業代表取締役会長） 

副委員長  松島 裕彦 （四国旅客鉄道監査役） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送代表取締役社長） 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

中矢 憲吉 （愛媛新聞社 編集局次長） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター 准教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜軽四キャンピングカーがゆく「高知県大月町」 

（総合 ４月２６日(金)放送）について＞ 

 

○ 新たな旅人となったタレントの藤原薫さんのことは番組で初めて知ったが、好印

象を持った。女性からの好感度が高いのではと感じた。昨年度の旅人だった俳優の蟹

江一平さんは、積極的に地元の人とコミュニケーションを取っていく印象だったが、

一方で藤原さんは自然と地元の人の輪に溶け込んでいく印象を持った。番組全体も柔

らかい印象になり、見ていて穏やかな気持ちになった。車の運転中に外の景色に感嘆

する場面があったが、わき見運転となりかねないので気をつけてほしい。番組開始か

らしばらくしてから旅のゴールを説明したのは、不自然だと思った。オープニングで
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発表したほうが印象に残り、分かりやすかったのではないか。地元の方と酒を酌み交

わして交流したことを藤原さんがうれしそうに振り返る場面があったが、実際に映像

でその様子がみせられれば、地元の人との交流をより印象的に描写できたと思う。最

後のバーベキューは参加人数が少なく、少し盛り上がりに欠けたような気がした。旅

先の町全体を巻き込んでいけるような番組となれば、もっと盛り上がると思う。 

 

○ 番組が２年目でリニューアルされ、さまざまな点が改善されており全体的にはよ

くなったと思う。新しい旅人の藤原さんは、「あさイチ」でリポーターをつとめてお

り、番組の主な視聴者層と思われる女性からの好感度も高く、リポートに安定感があ

る。子どもとのふれあいの様子も自然でよかった。軽四キャンピングカーの設備や車

中泊の様子を見られたのはよかった。旅のゴールのバーベキューでは、キャンピング

カーがその雰囲気にうまく溶け込んでおり、毎回定番の番組の終わり方にしてもよい

と感じた。最初に出会った地元の人が料理店主なのは不自然で、台本じみていると感

じた。ぶっつけ旅にこだわりすぎるのでなく、印象深い地元の人と出会うための仕掛

けをしたほうが番組の質が向上すると思う。力豚や備長炭などは、地元の特産情報が

十分に掘り下げられていると感じた。次回の旅先の選び方では、そもそもどの町が旅

先候補となっているのか、基準を明らかにしてほしい。自分の住んでいる町に来るか

もしれないという視聴者の期待を持たせる演出があるといいと思う。 

 

○ 藤原さんが旅を楽しんでいる感じが伝わり、番組全体の印象も明るくなった。番

組ホームページには「薫くんの成長を視聴者も一緒に応援していく番組です。」とあ

るが、視聴者に向けるメッセージとしては違和感を覚えた。藤原さんは「あさイチ」

のリポーターの印象が強いが、そのうえで旅人に選んだ理由を聞きたい。全体の構成

は、昨年度よりもシンプルでわかりやすくなったと思う。地元を「食べる・泊まる・

遊ぶ」という番組の目的は、昨年度の旅ごとに異なるミッションの達成という目的よ

りも自然に見ることができた。車中泊の様子を紹介するなど、軽四キャンピングカー

の個性を生かした描写が増えている点もよかった。大月町の魅力は実によく紹介され

ており、特に柏島は行きたいと視聴者に思わせるような内容でよかった。すばらしい

地域の情報を、視聴者が安心して楽しんで受け取ることのできる番組に成長してもら

いたいと期待している。 

 

○ 「ぶっつけ旅」を掲げて旅先を選ぶ形式を継続しているが、この演出は必要だろ

うか。入念にリサーチをして、新しい発見や驚きを提供するほうが視聴者にとって有

益なのではないか。昨年度は旅ごとに異なるミッションを設定していたが、今回は旅

のゴールをもうけており、今回のほうがよくなっていたと思う。旅の道中で起きた

別々の出来事を最後に一つにつなげる役割を果たしており、番組全体に物語性を持た
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せていたため、視聴していて納得感があった。地域愛にあふれた人々との交流から生

まれる地域の魅力も伝わってきた。旅のゴールは、これからも続けてほしい。軽四キ

ャンピングカーの魅力は、宿泊場所が限定されないことで旅の自由度が増すことと、

それを軽自動車ならではの手軽な価格で手に入れられることにあると思う。そういっ

た魅力を伝える場面は十分になく、残念だった。視聴者が共感するような軽四キャン

ピングカーの具体的な魅力を伝える場面を、盛り込んでほしいと思う。 

 

○ ２５分間という短い放送時間内で、大月町の魅力がたっぷり詰まっており、中身

の濃い番組で見ていて飽きなかった。旅の目的の「食べる・泊まる・遊ぶ」は網羅さ

れており、非常にバランスの取れた内容だった。地元産食材を使った料理店主との出

会いから話が進む展開もよかった。力豚の養豚場では、短い時間であったが命の大切

さに触れるシーンもあり印象に残った。藤原さんが町で最初に出会った人を「村人」

と表現していたのはやや気になった。番組内のテロップはカラフルな丸文字が心地よ

かった。「一人一人の縁を大事にして円を作る」という地元の方のコメントを繰り返

し紹介していたが、意図が伝わってこなかった。柏島を釣りやダイビングが人気と紹

介していたが、できればどちらかの体験を見てみたかった。車内で助手席のカメラマ

ンが画面に映り込んでいたが、視聴者の没頭感が薄らぐかもしれないと思った。旅人

が替わり、新シリーズで見ていきたいと思わせるような質の高さだった。 

 

（ＮＨＫ側）      

旅人を交代するにあたり、蟹江さんとは対照的な出演者にしよう

と考えた。藤原さんは「あさイチ」でリポーターをつとめており、

主な視聴者である女性層からの人気が高い。藤原さんの人柄や取材

先への接し方からも、旅人に適任だと考えた。運転のシーンが多い

番組なので引き続き交通法規の順守を徹底する。番組の中で見たい

と思った場面の映像が十分に盛り込まれていないという意見につい

ては、今後は視聴者の気持ちをより意識しながら番組を作っていき

たい。次回の旅先については、これまでの放送で訪ねた町を除いて

四国のすべての自治体が候補となっている。番組で選び方をどう見

せるかについては、今回頂いた意見を参考に検討したい。軽四キャ

ンピングカーの生かし方については、放送回ごとにテーマを決めて

紹介していくことを検討しているので、今後に期待してほしい。 

 

○ 旅人が蟹江さんから藤原さんに替わり、より親しみやすい雰囲気になったと思う。

旅のゴールの「町の人と地元の食材でバーベキュー」は、番組冒頭で明示したほうが

わかりやすかったと思う。力豚の養豚場での、生産者の「半年間の命を預からせても
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らう」という言葉が印象に残った。柏島での地元の方々や元気な子どもたちとの交流

の様子は、藤原さんの親しみやすい人柄が出ており楽しく視聴できた。車中泊をする

ための駐車場を提供してもらい、入浴もさせてもらうなど、地元の人の協力で番組が

進んでいることが伝わり、旅にリアリティーがあった。地元の若者が生産する土佐備

長炭が紹介されていたが、大月町の産業と暮らしが理解できてよかった。旅を楽しみ

ながら地元の人と交流して、最終的なゴールとして町の人と地元の食材でバーベキュ

ーをするという流れは、盛りだくさんながら気楽に視聴できて、とてもいい印象をう

けた。次回の愛媛県伊方町の旅にも期待したい。 

 

○ 旅人が藤原さんに替わった一方で、ガイドブックを使わず地元の人との出会いで

旅を進める構成や、撮影交渉は旅人みずから行う点などは変更なかったので、昨年度

見ていた人も違和感なく見ることができたと思う。軽四キャンピングカーのデザイン

はリニューアルされていたが、番組内であまり紹介されておらず、わかりにくかった。

車の黒いカラーリングと藤原さんのピンク色の衣装があっていないように感じた。柏

島では最初に出会った方がダイビングショップの方にもかかわらず、別のダイビング

ショップを訪ねており、展開が不自然だった。藤原さんが印象に残った地元の人のこ

とばとして、「一人一人の縁を大事にして円を作る」という話を紹介していたが、肝

心のその会話場面の映像がなく、ことばの本意があまり伝わらず残念だった。全体と

しては、山と海の自然に恵まれた大月町の魅力が画面を通じて十分に伝わり、地元の

人とのつながりを感じる、いい内容だった。藤原さんのさわやかさを生かしつつ、四

国の魅力を発信して欲しい。 

 

○ 新たな旅人の藤原さんはフレッシュ感と親しみやすさがあり、視聴者からすぐに

受け入れられるのではないかと思った。軽四キャンピングカーのデザインもリニュー

アルされたが、黒ベースのカラーリングはとても派手で、町の風景になじまないよう

に感じた。全体的にぶっつけ旅という割には都合のよい展開が続き、不自然だった。

ただ子どもたちとの交流はとても自然で、藤原さんの人柄が出ていてよかった。町の

人との出会いから旅を進めるという展開は、特定の個人の活動や取り組みのＰＲにな

るのではないかという意見が出るかもしれないと感じた。ぶっつけ旅となると事前の

リサーチがともなわずロケ中に思わぬトラブルが生じるおそれがあると思うが、ロケ

の前のリサーチをどの程度しているのかが気になった。視聴者は旅先の特徴的な食や

スポットを知りたいと思うので、あまりぶっつけにこだわらないで、おすすめの地元

情報を紹介したほうが見やすいのではないかと感じた。 

 

○ 藤原さんは若く、見ていて少し頼りない面もあったが、一生懸命やっていること

が伝わった。昨年度は旅人の蟹江さんをもっと前面に押し出した感じの番組だったが、
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今年度はそういった部分がなくなり、見やすくなっていてよかった。旅先で出会った

人たちのなかで、名前が紹介された方とされなかった方がいたがその基準が気になっ

た。特に柏島での子どもたちは、番組で交流の様子を一定時間見せていたにも関わら

ず名前が紹介されておらず、不親切だと感じだ。本人の希望があるのかもしれないが、

誰か特定できるかたちで顔を映している方については、名前を紹介したほうが親切だ

と思う。最初の料理店主との出会いから最後のバーベキューまでの流れがあまりに順

調で予定調和に感じてしまった。逆に最初の出会いがなければどういった展開になっ

たのか不安を感じた。次回の愛媛県伊方町の旅がどのような展開になるのか期待した

い。 

 

○ 藤原さんは若くさわやかな好青年という印象を持った。最初は旅人がつとまるの

かと心配したが、「あさイチ」のリポーターで鍛えられたトーク力や、持ち前の人な

つこさで相手に警戒感を与えずに打ち解けていた。女性や若者などの視聴者からの人

気が出るのではないかと思った。料理店での食事から力豚の養豚場の訪問の流れは、

少し都合がよすぎて台本ありきのように感じた。力豚がわずか半年で出荷されている

ことには驚きで、命をいただいているという実感と感謝の気持ちをかきたてるいい場

面だった。柏島の白浜で、藤原さんが子どもたちとはしゃぐ姿には人なつこさを感じ

た。また地元の人と酒を酌み交わした姿や車中泊の様子は、藤原さんの素の人柄が見

えて好感が持てた。土佐備長炭の生産現場では、地元に残り地域の産業をつなぐ若者

の姿に頼もしさを感じた。最後のバーベキューのシーンは、力豚やヨコワ、アサリな

どの地元のすばらしい食材と、バーベキューを通しての町の人たちとの交流が映し出

されていて、番組の終わりにふさわしい、非常にいい場面だった。 

 

（ＮＨＫ側）      

町役場や観光協会とは、ロケのおおまかなスケジュールについて

事前に共有している。あらかじめ旅の行程を決めるということはな

いが、旅人が立ち寄りそうなスポットには事前に取材をしている。

町の人との出会いが予定調和に見えたことは、例えば番組の編集に

よってそういう印象を与えたのかもしれないので今後気をつけたい

と思う。番組で登場した人たちの名前の紹介についてだが、特に子

どもの名前については、番組で紹介することによってこちらの意図

とは異なるかたちで影響を及ぼすおそれもあるので、あえて抑えて

いる部分もあると理解してほしい。 

 

＜放送番組一般について＞ 
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○ ４月１２日(金)の四国らしんばん「外国人材で職場が変わる」を視聴した。介護や

農業の現場では深刻な人材不足が想定されているため、特定技能制度はいい仕組みだ

と感じている。人材不足は日本全体が直面している課題だが、四国においてはそれが

さらに顕著になる。課題は多いものの、外国人材を大切に受け入れなければならない

と感じた。 

 

○ ４月１９日(金)のえひめ 平成の記憶～つなぐ「令和」の時代へ～ (総合 後 7:30

～8:30 愛媛県域) を見た。しまなみ海道の開通２０年ということもあり、愛媛の観

光の話題から番組が始まった。スポーツのコーナーでは、松山商業の優勝シーンやサ

ッカーの長友佑都選手など、幅広い紹介がとてもよかった。ただ、松山大学駅伝部が

全日本大学女子駅伝で初優勝したことも取り上げてほしかった。西日本豪雨からの復

興が進んでいない現実が、説得力のある映像でしっかり伝わってきた。さまざまなこ

とがあった平成の時代をギュッと詰め込んだいい番組だったが、もう少しじっくりそ

れぞれの話題を紹介してほしかった。 

 

○ ４月２８日(日)のＮＨＫスペシャル平成史スクープドキュメント第８回「情報革命 

ふたりの軌跡～インターネットは何を変えたか～」を視聴した。インターネットによ

って日本社会は激変したが、情報社会における先駆者の足跡を丁寧に扱ったいい番組

だった。ファイル共有ソフトを開発した金子勇さんは、あまりにも先進的な技術開発

者であったために当時はあまり理解されなかったという。革新的な技術者が安心して

研究開発できるような組織文化の大切さを改めて痛感した。公共放送という観点から

も意義深い番組で、すばらしかった。こういった話題や人物を、四国の報道番組でも

扱ってほしい。 

 

○ ４月３０日(火)のＮＨＫスペシャル「日本人と天皇」(総合 後 8:00～8:54)を視聴

した。日本人と天皇との関係について、さまざまな論点を紹介していた。近代の天皇

についても、側室制度で何とか継承されたということもしっかり説明していた。そう

いった制度がない現代において、男系の天皇制を続けていくことがどうなのかという

ことを、しっかり問題提起していたと思う。 

 

○ ５月１日(水)のニュース(総合 後 0:00～0:40 )およびニュース「即位・改元」関連

(総合 後 3:00～4:00 )を視聴した。ゲストの芦田愛菜さんのコメントが驚くほど冷静

かつ的確で、とても驚いた。当初は若い芦田さんを起用したことを不思議に思ってい

たが、絶妙な人選だったと感心した。とてもすばらしい番組だったと思う。 

 

○ ５月１日(水)の「新天皇・新皇后 歩まれる道」(総合 後 8:00～8:54)を視聴した。
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新しい天皇と皇后をこれまでの記録とともに紹介していた。初めて見る映像が多かっ

たうえ、新しい知識も得ることができた。勉強になるとてもいい番組だった。 

 

○ ５月１０日(金)のさぬきドキっ！「どう向き合う？カラスと人間」を視聴した。カ

ラスの習性や特徴が分かりやすく説明されていた。ゴミ集積場でカラスが知恵を働か

せながら生ゴミをつつく様子を映像で捉えていて感心した。目がよいカラスへの対策

として、生ゴミを新聞紙に包んでから捨てるなどの紹介もあり勉強になった。見応え

があっておもしろい、すばらしい地域番組だった。 

 

○ 同じ５月１０日(金)のさぬきドキっ！を視聴した。おもしろくて役に立つ、とても

いい番組だった。タイトルも興味を引くよう工夫されていたと思う。香川県では、高

知県の１５倍もカラスが電柱に営巣しているという紹介など、カラスについての情報

がこれでもかと詰まっていた。ディテールにもこだわりが見受けられ、おしゃれさも

感じる番組だった。演出も工夫されており、新しいことに挑戦する姿勢もかいま見え

た。ゴミ出しの際の具体的なカラス対策が紹介されていたのもよかった。全体的にい

い番組だったが、やや課題に感じたのは、カラスと人間の共存について、カラスが電

柱に営巣しなければならなくなっている背景などを丁寧に扱わなければ、カラスが悪

者として誤解されかねないと感じた。 

 

○ 「とく６徳島」を視聴している。女性キャスターだけではなく、男性アナウンサー

も意識的に服装の変化をつけるといいと思う。そうした取り組みが、好感され視聴の

継続につながると感じている。 

 

○ ５月８日(水)の京都・山里の宿「花脊の春の物語」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 9:00～10:29)を

視聴した。９０分の番組だったが、一瞬も飽きさせない緊張感のある構成が見事だっ

た。俳優の近藤正臣さんの語りがとてもよく、絶妙な人選だった。京都の山里の宿が

舞台だったが、何度も現地に足を運びつつ地道に取材を積み重ねたことが番組に厚み

をもたらしていた。春のつみ草料理の食材紹介は圧巻だった。数々の野草や川魚など

が美しい映像で捉えられておりすばらしかった。ゆったりとした番組進行とカメラワ

ークも心地よかった。登場人物も多彩で、それぞれの存在感がうまく表現されていた。

宿の歴史を深掘りし、別の季節の料理を紹介するような続編に期待したい。 

 

○ ５月１０日(金)のひめＤＯＮ！「わたしだけのお宝！アンティークの魅力を調査」

を視聴した。３月１４日に放送された「世界はほしいモノにあふれてる」に関連した

内容だったが、未公開映像や追加の情報が散りばめられており、お得感のある楽しい

番組だった。番組を担当したディレクターが登場しており、親しみやすさも感じた。



8 

歴史的な背景が松山でのアンティーク人気につながっているという紹介も納得感があ

った。前回の「ひめＤＯＮ！」で調査していた方言についての続報もあり、興味深い

内容だった。今後も愛媛の身近な情報を深く取材し、視聴者を楽しませてほしい。 

 

○ ５月１７日(金)のひめＤＯＮ！「フカイロ！×ひめＤＯＮ！ 対決 豊後水道でお

もてなし」を視聴した。期待して視聴したが、内容はとてもよかったがあまりにも放

送時間が短すぎたために中途半端だったと感じた。愛媛県と大分県が特産品などで魅

力を競い合っていたが、各県２つの話題しか紹介できていなかった。３つ目の話題を

楽しみにしていたときに番組が終わってしまい残念だった。ぜひ続編を制作してほし

い。新たな地域とのコラボレーションも期待している。 

 

○ ５月１８日(土)のＮスペ５ｍｉｎ．「人体Ⅱ遺伝子 第２集“ＤＮＡスイッチ”が運

命を変える」を視聴した。５分間の番組にも関わらずＤＮＡスイッチについてとても

分かりやすく伝えており、おもしろい番組だった。ＤＮＡスイッチのオンオフによっ

て、病気になるかならないかが決まるなど、驚かされる紹介が多く勉強になった。 

 

○ ５月１９日(日)のＮＨＫスペシャルシリーズ 子どもの“声なき声” 第１回「いじ

めと探偵～行き場を失った“助けて”～」も視聴した。全国からいじめについての相

談が殺到する探偵事務所について、密着ドキュメントで伝えていた。全国の中高生に

行ったアンケート結果からは、いじめ問題がかなり深刻で、学校が不適切に対応して

いる例が多々あることや、被害者がただ耐えつづけなければならない現実がひしひし

と伝わってきた。我が子をいじめによる自殺で失った親のさまざまな感情や、無念に

思う姿が印象に残った。学校や教育委員会のずさんで不誠実な対応など、しっかり問

題提起されたいい番組だった。 

 

 

ＮＨＫ松山放送局   

番組審議会事務局 
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２０１９年４月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

４月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１５日(月)、ＮＨＫ松山放送局において、

１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴してもらった四国各局の平日夕方６時台のニュース情報番

組を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った後、５月の番組編成、放送

番組モニター報告および視聴者意向についてそれぞれ説明があり、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委員長   髙橋 祐二 （三浦工業代表取締役会長） 

副委員長  松島 裕彦 （四国旅客鉄道監査役） 

委  員  神田 優  （ＮＰＯ法人黒潮実感センター センター長） 

菊地 秀明 （愛媛たいき農業協同組合 代表理事組合長） 

黒笹 慈幾 （南国生活技術研究所代表） 

柴田 智恵 （有限会社大豊陸送代表取締役社長） 

床桜 英二 （徳島文理大学総合政策学部教授） 

土佐 礼子  （三井住友海上火災保険 陸上競技部 

プレーイングアドバイザー） 

滑川 里香 （一般社団法人マチのコトバ徳島 代表理事） 

西本 佳代 （香川大学 大学教育基盤センター 准教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜ひめポン！（松山）について＞ 

 

○ ４月１日(月)の「ひめポン！」は、新キャスターに新しいテーマ曲など、新年度

を感じさせるオープニングだった。新元号が発表された日の放送だったため、関連す

る県内の話題が詳しく紹介されていた。松山市での街頭インタビューをはじめ、号外

が配られる様子や被災地の農家の方々など、幅広く取材されていてよかった。新しい

番組テーマ曲を制作した１５歳のＳＡＳＵＫＥさんが出演していた。これまでの創作

活動やこれからの目標について詳しく語っており、興味深かった。新元号「令和」を

歌詞に入れ込んだ楽曲の生披露もあり、そのあふれる才能に感心した。世界を舞台に

した今後の活躍を楽しみにしたい。番組のリニューアルや新元号発表のニュース、愛

媛のすばらしい才能の紹介など、フレッシュなエネルギーを感じる番組だった。今後
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も愛媛の身近な話題を詳しく紹介してほしい。 

 

○ ４月５日(金)の「ひめポン！」は、愛媛県に特化した情報を詳細に分かりやすく

伝えていた。西日本豪雨から９か月経過し、各自治体の復興計画の状況を記者が解説

していた。それぞれの計画の特徴やこれまでの取り組みがよく理解できた。大洲地区

は肱川の氾濫で大きな被害を受けたものの国や県の復興計画がまとまっておらず、対

応が遅いと感じた。野村町の乙亥会館の紹介は、当時と現在の比較があるとよりよか

ったと思う。「ひめスポ！」で紹介されたデフリンピックは初めて知った。高校生の

谷岡真帆選手の挑戦は見応えがあり、厳しい状況でも頑張る姿に心打たれた。自転車

の盗難被害が相次いでいるというニュースがあったが、被害件数の多さに驚いた。「い

まほんランキング」について、全国と愛媛県では書籍の売り上げ順位が全く異なって

おり意外だった。週末お出かけ情報も参考になった。 

 

○ 県議選のコーナーでは、解説の記者が驚くほど元気にあいさつをしていた。元気

のよさは好感が持てるが、伝えていた内容も鑑みると、視聴者に安心感を与えること

も重要だと感じた。各政党の議席獲得目標の紹介があったが、情報が限られており、

もの足りなく残念だった。西日本豪雨からの復興計画について、各自治体が目指す今

後の町づくりの特徴をしっかり捉えていたと思う。被災状況がそれぞれ異なっており、

それに対応した計画になっていることがよく分かった。復興においては行政と住民の

情報交換がとても重要だ。その点も含め、復興の進捗について今後も取り上げ続けて

ほしい。デフリンピックへの出場を目指す谷岡選手が紹介されたが、デフリンピック

自体がまだ日本ではあまり知られていないため、認知度向上につながる放送を今後も

お願いしたい。自転車盗難防止の取り組みについてだが、盗難にあった自転車の約７

割が無施錠とのことで、利用者に注意喚起するような取り上げ方をしてほしかった。

「いまほんランキング」は全国と県内の比較が参考になりよかった。全体的に盛りだ

くさんの内容で感心した。 

 

○ メインキャスターが変わったが、サブキャスターとの息も合っておりテンポよく

番組を進行していた。ニュースの伝え方から、努力や工夫が伝わってきた。このあと

取り上げるトピックの紹介や直後の別番組のお知らせもあり、続けてＮＨＫを視聴し

たいと思わされた。スタジオも明るくなり、テロップの大きさや配色もよくなったと

思う。県議選の注目選挙区について、キャスターと記者が質問形式でポイントを解説

していて分かりやすかった。選挙一口メモのコーナーも、開票速報について分かりや

すく伝えていた。西日本豪雨からの復興計画の紹介は、各自治体の特徴や具体的事業

などをきめ細かく解説していた。引き続き、進捗についての報道をお願いしたい。デ

フリンピックへの出場を目指す谷岡選手の姿勢には心を動かされた。デフリンピック
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の認知度向上に貢献するようないい紹介だった。今後も定期的に取り上げ続けてほし

い。 

 

○ ポップかつ明るい雰囲気で好感を持った。一方で、ポップにしすぎるとＮＨＫの

ニュース番組らしくなく、嫌悪感を抱く人もいると感じた。 

 

（ＮＨＫ側）      

新年度にあたり、さまざまなリニューアルを加えてお伝えしてい

る。県議選については、従来の記者解説では取っ付きにくく堅い印

象を与えてしまう場合があるため、伝え方を工夫している。視聴者

が親しめるようにという思いで、記者の個性を前面に出し、元気に

あいさつをしたうえで解説をしている。ただ、指摘のように誇張し

すぎるとマイナス面もあるため、バランスを考えながらブラッシュ

アップしていきたい。西日本豪雨については去年の７月以来、継続

して節目で伝えている。各自治体の復興計画についてはそのつど取

り上げているが、一つの自治体だけにフォーカスすると評価が難し

い場合もある。それぞれの自治体を比較することで、違いが分かり

やすく伝わるよう工夫した。引き続き、被災地の現状や復興につい

て、被災者目線を意識しながら伝えていきたい。デフリンピックに

ついて、その存在を知らせることはもちろん、谷岡選手の頑張る姿

をしっかり伝えたいという思いがあり、密着取材でお届けした。オ

リンピックやパラリンピックと併せて、さまざまな分野のアスリー

トを取り上げていきたい。 

 

＜こうちいちばん（高知）について＞ 

 

○ 「こうちいちばん」だけでなく「ひめポン！」など各局の番組について、平日夕

方のニュース番組だということがタイトルからは伝わってこない。県外の観光客など

もテレビを目にする時間帯に放送しているため、ニュースだと分かるシンプルなタイ

トルにすべきだと思う。少なくともサブタイトルにはニュースの表記を入れてほしい。

最近のＮＨＫの番組について、タイトルの付け方に疑問を感じている。タイトルから

は内容が分からない番組が多すぎる。バラエティー番組などはまだ理解できるが、ニ

ュース番組については改善してほしい。新しい気象予報士の澤井明子さんは笑顔がよ

く、安定感もあってすばらしい。慣らし保育のコーナーでのコメントも実感がこもっ

ていてよかった。「これ見て！いちばん」などの視聴者投稿コーナーはやや冗長なた

め、もう少しコンパクトにしたほうがいいと思う。 
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○ ４月４日(木)の「こうちいちばん」の慣らし保育の紹介では、高知市内の保育施

設に入園する幼児数など、客観的データがしっかり示されていた。子どもを預ける両

親には不安があることを前提に、保育園長からのアドバイスを分かりやすく伝えてお

り、いいリポート企画だった。解説の記者や澤井さんが自身の経験を丁寧に語ってい

て、好感が持てた。「中道この道逃げる道」はネーミングもおもしろくよかった。い

つ起きてもおかしくない南海トラフ巨大地震に備えるため、外出先で地震に遭った場

合にどう対応するかという捉え方をしており、すばらしかった。実際に避難路を歩き

ながら地盤の性質などを解説していて勉強になった。ただ、しばしばマイクが映り込

んでいたのが気になった。澤井さんの天気の伝え方はテンポがちょうどよく好感が持

てた。天気予報を伝える前に季節感のある映像を入れていたのもいいと思う。「これ

見て！いちばん」のコーナーはおもしろかった。この日はニュースが少なかったため、

全体的にゆったり進行していた印象を受けた。 

 

○ 女性キャスターの衣服にしわが目立っていたのは残念だった。またスタジオでの

トークは、原稿に視線を落としており不自然だった。「中道この道逃げる道」は、専

門家が現地で防災の注意点を指摘していたため、伝わってくる情報が身近に感じられ

た。とてもいいコーナーで好感を持った。 

 

（ＮＨＫ側）      

「こうちいちばん」というタイトルについてだが、地元高知が一

番であることと、高知で一番のニュース番組を作りたいという思い

を込めている。かなり前から使用しているタイトルでもあり、これ

からも大事にしていきたいと思っている。新年度にあたって大きな

リニューアルはしていないが、中道アナウンサーがメンバーに加わ

った。昨年度からは、その日起きたことがどのような意味を持つの

か解説をつけて伝えることに、重点的に取り組んできた。慣らし保

育のリポート企画もその一つで、この時期日常的に起こっているも

のの、これまであまり取り上げてこなかった話題だ。自分自身と直

接関係がなくても、何か気付きを得られるような企画を大切にした

いと思っている。澤井さんについて、爽やかさと落ち着きを兼ね備

えていると思っている。夏にかけて大雨が降る機会も増えるため、

さらなる活躍を期待している。「中道この道逃げる道」という企画名

はやや軽い印象もあるため悩んだが、楽しみながら防災知識を身に

付けてほしいという思いで採用した。マイクの映り込みについては

演出の一つだが、今後の反響を見て対応を考えたい。「これ見て！い
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ちばん」のコーナーは冗長になってしまうこともあるため、見せ方

を工夫している。 

 

＜とく６徳島（徳島）について＞ 

 

○ ４月３日(水)の「とく６徳島」は、その日のニュースや天気予報のほか、県知事

選や防災関連の話題で構成していた。県民の関心が高い話題をしっかり押さえている

と感じた。午後６時台は、テレビをじっくり見ている人はそう多くないと思う。職場

からの帰路や家事をしながらなど、映像を見ずに音声だけを聞いている人も多いと考

えられる。そういったいわゆる「ながら視聴」には、今回のような重すぎない内容の

構成が適していると感じた。奈良県の消防力低下の話題を取り上げていたが、より深

刻な徳島の事例を紹介したほうがよかった。県内で問題解決に向け取り組んでいる人

を取り上げることで、当人のモチベーション向上にもつながると思う。この時間帯は

民放でも同様の地域のニュース情報番組を放送している。ＮＨＫの役割として、県内

の事例を徹底的に取り上げ、より多くの視聴者を巻き込むことが大切だと考えている。

今後の改善を期待したい。 

 

○ 県知事選は保守分裂選挙となり全国的に話題となったが、県内ではあまり話題に

ならなかったと感じている。地域のメディアとして、もっと取り上げ方を工夫してほ

しかった。ニュースの内容は地元に密着したものが多くてすばらしい。今年度から担

当する安藤佳祐アナウンサーには好印象を持った。まだ少しぎこちなさを感じるが、

徳島の魅力をどんどん発信してくれることに期待したい。スタジオでのトークは、原

稿を見ながら話していて残念だった。自分自身の言葉で自然に伝える努力をしてほし

い。奨学金を受給している学生などへの受信料免除についてのお知らせでは、営業部

の職員のみしか画面に映っていないにも関わらず、画面に映っていないアナウンサー

と会話をしており、違和感を覚えた。掛け合いをするのならば、両者が画面に映って

いたほうがよいと感じた。 

 

（ＮＨＫ側）      

４月７日に県知事選が控えていたこともありご覧いただいた１週

間は選挙の話題が中心で、ふだんの番組の内容や雰囲気がつかみに

くかったかもしれない。今年度は全面的に番組をリニューアルした。

新しいメインキャスターの安藤アナウンサーも温かく見守ってほし

い。セットやロゴなどキービジュアルを４年ぶりに更新しのだが、

セットについては、キャスターの背後に徳島の森と吉野川を意識し

た木のオブジェを設置し、明るい雰囲気に刷新した。ロゴは徳島の
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代表的な色である藍色を取り入れて、温かみのあるものとした。徳

島弁で｢これ知っていますか？｣を意味する「これ知っとん？」をキ

ャッチコピーに、３０代から５０代の女性をメインターゲットとし

た番組作りをしていく。 

 

（ＮＨＫ側）      

防災情報については、南海トラフ巨大地震などのさまざまな災害

に備えるため、県外の事例も含め幅広く紹介している。新年度は「防

災スイッチ」というコーナーを新設した。災害が起きた際に取るべ

き行動や、日ごろからできる備えなどを、少し柔らかい視点で伝え

ている。アイドルグループのＳＴＵ４８に防災情報を伝えてもらう

コーナーの新設も予定している。さまざまな切り口で、多くの人に

受け入れてもらえる防災情報の提供を行っていく。スタジオでのト

ークが予定調和のように聞こえることは、課題だと捉えている。出

演者が自分の言葉で話し、説明するという意識を高めていきたい。

安藤アナウンサーはアドリブがうまいので、その能力を生かした演

出を増やしていきたい。新コーナーの「これ知っとん？」は、気に

なるニュースを少し掘り下げたり、記者が原稿には書かなかったお

もしろい裏話をしたりして、日々のニュースへの興味や関心を持っ

てもらうことをねらいにしている。今回は統一地方選を題材に、記

者が関連する豆知識を紹介した。当たり前に思うようなことを掘り

下げて解説しており、視聴者からは改めて理解が深まったなどの意

見があった。 

 

＜ゆう６かがわ（香川）について＞ 

 

○ ４月１日(月)の「ゆう６かがわ」の番組冒頭は、うどん店のテレビで新元号｢令和｣

の発表を見届ける客の様子から始まり、そのままスタジオに切り替わって大河内惇ア

ナウンサーが新キャスターを紹介していた。新年度からの変化を期待させる、いい構

成だった。大河内アナウンサーは、以前に比べて貫禄が増してとても頼もしく感じた。

上沼亜弓キャスターも品があり、原稿を読むのがうまいと感じた。ふたりとも落ち着

いた雰囲気で、今後が期待できる組み合わせだと感じた。県議選の基礎情報を解説す

る一口メモと桜の開花状況は、ともに県民とって必要な情報であり、番組が引き締ま

った印象となっていた。新たに始めた岡山のニュース情報は、思いのほか違和感なく

視聴できた。県ごとの比較や香川にはないニュースの紹介など、今後さまざまな展開

が期待できると感じた。別の日の放送だが、桜の開花情報のなかで女性キャスターが
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「金刀比羅宮に行ったことがない」と言っていた。地元の視聴者として非常に距離を

感じてしまい残念だった。地域密着を掲げる番組を制作するにあたっては、こういっ

た点についても意識してほしいと感じた。 

 

○ 冒頭のうどん店で客が令和の発表を見届けるシーンは讃岐らしい描写で、番組に

一気に引き込まれた。客の緊張感も伝わりとてもよかった。ほかにも、新元号発表の

一日の様子がさまざまな角度でよく捉えられていた。新キャスター２名のあいさつは、

新年度の初回らしく非常に好印象を持った。県議選関連の話題は２分足らずで終わり、

拍子抜けだった。県議選は結果的に投票率が低調だったが、番組でも投票を呼びかけ

るなど、もっと積極的な展開をしてもよかったのではないか。取り上げたニュースの

内容については、地域の話題が硬軟織り交ぜられており、地域密着のニュース情報番

組の見本といえるような内容でとてもよかった。元サッカー選手の前園真聖さんの自

転車へんろ旅のコーナーは、各地の名所などを知れるので何度見てもよいと感じる。

この時間帯は毎日の生活のリズムにあわせて番組を見ている人が多いと思う。日によ

って演出が大きく変わるようであれば視聴者にとって見にくいものになる。今回のよ

うに基本に忠実なニュース情報番組であれば安心して見られると感じた。 

 

○ 上沼キャスターは落ち着いており、好印象だった。原稿に視線を落としすぎてい

るのが少し気になったが、トークも自然でよかった。気象予報士の鈴木悠さんも自然

かつ明るい雰囲気で好感を持った。 

 

（ＮＨＫ側）      

番組のオープニングでは、新元号発表を迎える瞬間の県内の表情

を伝えた。新元号発表のニュースでは、計８か所を取材した。選挙

一口メモは、４月７日投開票の県議選についての豆知識を５回シリ

ーズで伝えた。選挙について少しでも理解が進むように、記者とキ

ャスターの掛け合いスタイルで伝えた。気象コーナーでの桜の開花

情報は、３月２６日から４月第２週まで毎日伝えた。気象キャスタ

ー自身もスタジオを飛び出し、桜の名所に出かけて写真を撮影して、

番組内で紹介した。前園さんの自転車へんろ旅は、過去に松山局で

制作、放送した映像に、高松局でナレーションの付加や再構成をし

て放送している。瀬戸大橋により、香川と岡山は密接な関係にある。

新年度からは岡山局との連携を強化している。その一環として、岡

山のニュースを伝える取り組みを行っており、岡山局でも夕方のニ

ュース情報番組で香川のニュースを伝えている。今後は日々のニュ

ースだけではなく、リポート企画なども相互で取り扱っていく。ま
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た、３年に１度の瀬戸内国際芸術祭が香川県と岡山県にまたがって

開催される。高松局と岡山局で連携し、両県の会場からの中継や、

共同での特集番組の制作などを検討している。新たな女性キャスタ

ーは、香川県に来たばかりで不案内な部分もあるが、香川のことを

学んでもらい、しっかり情報を伝えられるキャスターに成長してく

れることを期待している。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○ ３月２８日(木)の２度目のソウル「超おいしいカンナム編」を視聴した。このシリ

ーズが大好きだったため、終わってしまうのを残念に思っている。誰もが知っている

観光地を２度目に旅するならどうするのか、というコンセプトで作られた疑似体験型

の旅番組。コンセンプトが魅力的で、取り上げる話題も興味深い。俳優の室井滋さん

をはじめとした出演者のキャラクターは嫌みがなく、楽しんでいる様子がしっかり伝

わってきてとてもいい。仕事を終え、家に帰った自由な時間にテレビを見るとき、リ

ラックスできる海外旅行の番組は癒やされる。後続番組の制作を期待している。 

 

○ 「連続テレビ小説 なつぞら」を見ている。なつの子ども時代を演じた粟野咲莉さ

んの演技は天才的で、100 作目にふさわしい番組になっていると思う。 

 

○ 毎週月曜日に放送している「逆転人生」を楽しみに見ている。実話であるうえに物

語性があり、ハッピーな結果が待っているという安心感もいい。今後の番組も期待し

たい。 

 

○ 「前園真聖 しこく絶景たび」のシリーズが始まるとのことだが、平板な旅番組にな

らないようにしてほしい。「へんろ旅」のシリーズが成功したのは、八十八か所という

四国の文化に根づいた大きな軸があったからだと考えている。新シリーズについても、

そういった流れをしっかり踏まえた番組にしてほしい。そうしなければ、「軽四キャン

ピングカーがゆく」のシリーズと差別化できないと思う。期待しているので頑張って

ほしい。 

 

○ ４月５日(金)のひめＤＯＮ！「伊予弁のレジェンド『・・・なもし』はどこへ消え

た？」を視聴した。昔は当たり前に使われていた「なもし」ということばだが、ここ

数十年は耳にしたことがない。そんな「なもし」を大調査するとのことで、今もどこ

かの地域で使われているのかと期待して視聴した。昔は全国で使われていた「なもし」

が、愛媛のことばのように認知されたのは夏目漱石の小説によるとのことで、その影
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響力に驚かされた。調査によって、長崎県壱岐地方で現在も「なもし」が使われてい

ることにたどり着いていた。地元の人が「なもし」を使って話す様子を見ることがで

き、とても感動した。制作者の努力に敬意を表したい。「なもし」の成り立ちと現状が

よく分かる構成で、とてもおもしろく興味深い番組だった。 

 

○ ４月５日(金)のさぬきドキっ！「讃岐の秘宝“衆鱗図”の謎に迫る」を視聴した。

超高精細カメラで撮影していたため、肉眼で見る以上に細部まで衆鱗図を楽しむこと

ができ、当時の圧倒的な技術に感心させられた。角度を変えることで被写体の魚がキ

ラキラ光って見えるように描く技法は驚きで、実際に作品を見てみたいと感じた。ゲ

ストの荒俣宏さんのコメントは納得感があり、適切な人選だったと思う。 

 

○ ４月８日(月)の逆転人生「母は強し！連続雪崩から奇跡の生還」を視聴した。「逆転

人生」というタイトルから、真面目でシリアスな番組かと想像していたが、再現ドラ

マを用いたドキュメンタリーだった。運転中に子どもたちと雪崩に遭った主人公が、

知恵をめぐらせて全員生き延びたという実話をもとにした内容。わざとらしいナレー

ションを加えていたことにも興味をひかれ、最後まで見てしまった。民放の類似番組

と大きく異なっている点は、作り込まれた再現映像にあると感じた。雪中映像のリア

ルさなど、かなりの時間と労力をかけており、ＮＨＫらしい番組だった。ただ、スタ

ジオ部分は杉浦友紀アナウンサーと山里亮太さんで十分ではないか。テーマに合わせ、

主人公と専門家を招けば十分だと思う。今後の番組にも期待したい。 

 

○ ４月１１日(木)に放送された所さん！大変ですよ「この春オススメ鉄道旅 人気駅

弁が続々登場」を視聴した。全国の駅弁が苦境に立たされ、激減しているという現状

が紹介されていた。廃業した松山の弁当店のレシピを、岡山の別の弁当店が受け継い

で販売しているなど、時代の流れをひしひしと感じた。駅弁そのものが、駅で買うよ

りもデパートなどのイベントで買うものに変わってきたと感じているが、そういった

流れもよく捉えていたと思う。この春から車内で弁当を販売する路線が大幅に減った

が、時代とは思うものの少し寂しい気持ちになった。 

 

○ ４月１２日(金)の四国らしんばん「外国人材で職場が変わる？」を視聴した。新た

な外国人材の受け入れ制度である特定技能による在留資格について取り上げていた。

とても重要な問題のため、興味深く視聴した。香川県の話題が多く、対応が進んでい

ることが伺えた。番組の印象としては、新たな制度のメリットばかりを取り上げてい

るように感じた。新たな法律による在留資格の創設は、移民政策との指摘があり、大

きな社会的問題を含んでいる。報道機関として、こうした問題について課題も含めて

多角的に伝えることも必要だと思う。今後の番組に期待している。 
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○ ４月１３日(土)の有吉のお金発見 突撃！カネオくん「“すしネタの王様”マグロの

お金の秘密」を視聴した。あらゆる物の金額を可視化するという、お金にまつわる教

養バラエティーで、興味深く視聴した。今回は漁船など、マグロにまつわるお金の秘

密を扱っており、あらゆるものにどの程度のお金がかかっているのかがよく分かった。

教育的にも役に立つ番組で、次回以降も楽しみにしたい。 

 

○ ４月１４日(日)のＢＳ１スペシャル「“脱プラスチック”への挑戦～持続可能な地球

をめざして～」も視聴した。問題になっているマイクロプラスチックを題材にしたい

い番組だった。とても小さなプラスチックが人体に悪影響を与えている可能性が高い

ことが示されており、興味深かった。環境問題を身近に感じられる内容ですばらしか

った。 

 

 

ＮＨＫ松山放送局   

番組審議会事務局 
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